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広告媒体 運用実績など（月平均）
【配布・来館者数など】

掲載場所および
サイズ（縦×横）
（1枠当たり）

募集枠数 掲載料
（１枠当たり）

申込期間
※原則、先着
順 　　

申込み
問合せ

公用車 本庁と振興局の資料運搬
走行距離　月2,000km

車体側面
（左右各1面）
60㎝×60㎝

1

月
額

5,000円
（２面一括）

2月5日㈮
以降随時

総務課
☎23－1116

市ホーム
ページ
バナー

アクセス数約60,000件
（トップページに対して）

トップページ右側
60ピクセル×
175ピクセル

8
12,000円
※長期掲載
割引あり

秘書広報課
☎23－1114

エレベーター

①本庁舎：約12,000人

②市民会館：約15,000人

③立野庁舎：約20,000人

④城崎庁舎：約3,700人

⑤竹野庁舎：約2,100人

エレベーター内壁
59.4cm×42.0cm

（A2）

①6

 ②③2

 ④1

 ⑤2

①5,000円

②5,000円

③④各3,000円

⑤2,000円

①
総務課

☎23－1116
②

市民会館
☎23－0255

③
社会福祉課
☎24－7033

④
城崎振興局
地域振興課
☎21－9065

⑤
竹野振興局
地域振興課
☎47－1111

総合体育館 来館者数
約5,000人

ロビー
アリーナ入口左壁面
上段 59.4cm×
42.0cm（A2）

1 3,000円 スポーツ振興課
☎21－9023

立野庁舎 来庁者数
約20,000人

正面入口廊下
突き当たり壁面
59.4cm×42.0cm

（A2）
2 3,000円 社会福祉課

☎24－7033

市
が
広
告
媒
体
を
提
供
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
市
有
財
産
を
活
用
し
た
自
主
財
源
確
保
と
、
民
間

企
業
な
ど
の
P
R
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

有
料
広
告
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
広
告

募
集
媒
体
を
、
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
広
告
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
掲
載
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
広
告
掲
載
条
件
な
ど
の
詳
細
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申

込
先
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
秘
書
広
報
課
☎
23‒

1
1
1
4

※広告の内容などに関する一切の責任は、 広
告主に帰属します。

　市が推奨などをするものではありません。

メリット
①市民からの好感度・信頼性
および取引先の評価の向上
②市の施策へ協力・貢献して
いるというイメージの形成
③企業の知名度の向上
④ブランドイメージの向上

あ
な
た
の
会
社（
団
体
）の

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

P
R
し
ま
せ
ん
か
？

平成
28年度

市の広告媒体（一例）

市ホーム
ページ
広告枠
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広告募集！

広告媒体 運用実績など（月平均）
【配布・来館者数など】

掲載場所および
サイズ（縦×横）
（1枠当たり）

募集枠数 掲載料
（１枠当たり）

申込期間
※原則、先着
順 　　

申込み
問合せ

農業共済
だより

8・12・3月発行
農業共済加入者
約10,000部配布

A4・4段組　下段
6.0cm×17.0cm 6 10,000円（1回）

2月5日㈮
以降随時

農業共済課
☎24－8113

農業委員会
だより

8・12・3月発行
農業世帯

約10,000部配布
A4・5段組　下段
4.5cm×17.5cm 6 10,000円（1回）

農業委員会
事務局

☎21－9021

広報とよおか 毎月1回（25日）発行
全戸配布約32,000部

くらしの情報ページ
A4・5段組　下段
①4.5cm×17.4cm

②4.5cm×13.5cm

６

１

※初回のみ別途
版代5,000円

（1回）32,400円

（1回）21,600円

（有）ジョイン
スリー

☎23－7731

ごみ収集
カレンダー

全戸配布〔2回、①H28下
半期（10～3月）、②H29
上半期（4～9月）〕
約32,000部

A3白黒印刷　下段 
5.0cm×13.0cm

①②
各2 10,000円

①５月30日㈪
～6月30日㈭
②11月28日㈪
～12月28日㈬

生活環境課 
☎23－5304

ひぼこホール
催し物案内

全戸配布（4月）
約32,000部

A3カラー印刷 （二ツ折）
9.0cm×8.5cm 2 30,000円 2月5日㈮～

12日㈮
市民会館
☎23－0255

豊岡市美術展
ポスター

７月発行予定　500枚
市内外の公共施設に掲示

A2カラー印刷  下段
5.0cm×10.0cm 3 10,000円

2月5日㈮
以降随時

文化振興課
☎23－1160

豊岡市美術展
開催目録

美術展会期中
（11月２日～６日）に配布

5,000部

①A4冊子裏表紙
　（カラー）
②A4冊子内部（白黒）
　各4.5cm×9.0cm

①2
②6

①10,000円
　②6,000円

出石永楽館
狂言公演チラシ

永楽館狂言公演前に発行
10,000枚
７月発行予定

A4カラー印刷　下段
3.0cm×6.0cm 3 8,000円

市立美術館
｢伊藤清永
記念館｣企画展
チラシ

7月・11月発行予定
市内外の公共施設に配布

5,000枚

A4カラー印刷裏面  
下段

3.0cm×5.0cm
3 3,000円

文化振興課
☎23－1160
または
市立美術館
｢伊藤清永
記念館｣

☎52－5456

日本・モンゴル
民族博物館
企画展チラシ

年3回（6・9・12月）
 発行予定

市内外の公共施設に掲示
各2,000～3,000枚程度

A4カラー印刷  下段
3.0cm×5.0cm 各1 1企画展当たり

3,000円

文化振興課
☎23－1160
日本・モンゴル
民族博物館
☎56－1000

永楽館
歌舞伎番附

歌舞伎公演パンフレット
公演初日以降随時に販売

2,000部

①A4カラー：1ページ
②A4カラー：半ページ
③Ａ4白黒：1/4ページ

制限なし
①50,000円
②30,000円
③10,000円

8月1日㈪

～

9月30日㈮

出石振興局
地域振興課
☎21－9025

庁用封筒
市内外への送付用封筒
①長3号　100,000枚
②角2号　　50,000枚

封筒裏面（青単色刷り）
①10cm×18cm
②22cm×22cm 各1 ①40,000円

②80,000円

2月5日㈮～
25日㈭
※応募多数の
場合抽選

総務課
☎23－1116

※詳細は、申込先に問い合わせてください。
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リ
育
む
お
米
の
購
入
優
待
券
〔
た

じ
ま
ん
ま（
八
社
宮
）限
定
〕
や
、

J
A
た
じ
ま
組
合
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
入
っ
て
い
ま
す
。

　

人
生
の
節
目
と
な
る
婚
姻
日
を
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
で
お
祝
い

し
ま
す
。

ワ
ー
ク（
A
P
G
N
）山
陰
海
岸
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
た
際
、
偶

然
作
品
に
出
会
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
本
市
に
寄
贈
の
申
し
出
を

さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

絵
に
描
か
れ
て
い
る
場
所
は
、

江
戸
時
代
に
幕
府
の
拠
点「
シ
ャ

マ
ニ（
様
似
）会
所
」が
置
か
れ
て

い
た
様
似
町
発
祥
の
地
で
す
。
様

似
町
の
活
性
化
に
役
立
て
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
加
藤
美
代
三

さ
ん
の
遺
族
に
も
快
く
同
意
を
い

た
だ
き
、
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

様
似
町
は
、
本
市
と
同
じ

A
P
G
N
の
構
成
市
町
で
、
同
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
2
日
後
に
は
、
こ

の
岬
を
含
む
ア
ポ
イ
岳
ジ
オ
パ
ー

ク
が
、
国
内
8
カ
所
目
の
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
下
町
長
は「
こ
の
絵
と
出

会
っ
た
こ
と
で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
運
ん
で

く
れ
た
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
か
ら

も
こ
の
出
会
い
と
縁
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
「
様
似
岬
」は
、
本
市
出
身
の
日

本
画
家
加
藤
美
代
三
さ
ん
が
北
海

道
様
似
町
で
描
き
、
市
民
会
館
の

開
館（
昭
和
46
年
）を
記
念
し
て
寄

贈
さ
れ
た
作
品
で
、
文
化
ホ
ー
ル

に
展
示
し
て
い
た
も
の
で
す
。
こ

の
た
び
同
作
品
を
、
画
題
と
な
っ

た
故
郷
、
様
似
町
に
寄
贈
す
る
こ

と
に
な
り
、
平
成
27
年
12
月
21
日
、

様
似
町
長
の
坂
下
一
幸
さ
ん
が
本

市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
9
月
、
坂
下
町

長
が
、
市
民
会
館
で
開
か
れ
た
ア

ジ
ア
太
平
洋
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

〜
一
枚
の
絵
画
か
ら
つ
な
が
っ
た
縁
〜

 

画
家
加
藤
美
代
三
さ
ん
の
作
品「
様さ

ま

似に

岬
」を
様
似
町
に
寄
贈

〜
と
よ
お
か
で
結
ば
れ
た
お
ふ
た
り
へ
〜

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」で
祝
福

〜
対
話
と
共
感
の
市
政
を
推
進
〜

「
〜
市
長
と
語
る
〜
女
性
い
き
い
き
ト
ー
ク
」開
催

　

平
成
28
年
か
ら
、
市
役
所
で
直

接
婚
姻
届
を
提
出
し
た
方
に「
コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米（
減
農
薬
）

パ
ッ
ク
ご
は
ん
」な
ど
が
入
っ
た

祝
袋
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
企
画
は
、
平
成
32
年
ま
で

の
5
年
間
、
J
A
た
じ
ま
と
環
境

創
造
型
農
業
を
推
進
す
る
本
市
が

共
同
で
実
施
し
ま
す
。
お
米
の
費

用
は
全
て
J
A
た
じ
ま
が
負
担
し

ま
す
。

　

祝
袋
に
は
、
中
貝
市
長
の
お
祝

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
の
他
、
コ
ウ
ノ
ト

　

平
成
27
年
12
月
15
日
か
ら
1
月

12
日
ま
で
、
市
内
の
6
会
場（
豊

岡
･
城
崎
･
竹
野
･
日
高
･
出
石

･
但
東
）で
、
女
性
の
視
点
を
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め

「
〜
市
長
と
語
る
〜
女
性
い
き
い

き
ト
ー
ク
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
、
子
ど
も
の
医
療
費
、

若
者
の
就
労
、
婚
活
、
公
共
交
通

な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
12
月
】

15
日
・「
〜
市
長
と
語
る
〜
女
性
い

き
い
き
ト
ー
ク
」（
豊
岡
、

17
日
･
日
高
、
21
日
･
竹

野
、
1
月
7
日
･
出
石
、

8
日
･
城
崎
、
12
日
･
但

東
）

　
　
・
豊
岡
市
図
書
館
未
来
プ
ラ

ン
検
討
会
議

16
日
・
豊
岡
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

2
0
1
7
ジ
ョブ
ナ
ビ
豊
岡

発
行

17
日
・
遼り

ょ
う
ね
い寧

省（
中
国
）視
察
団
来

訪（
〜
19
日
）

19
日
・
保
護
者
の
た
め
の
就
職
活

動
勉
強
会

21
日
・
平
成
27
年
豊
岡
市
政
10
大

ニ
ュ
ー
ス
発
表

　
　
・
様
似
町（
北
海
道
）に
絵
画

寄
贈

28
日
・
市
役
所
仕
事
納
め
式

【
1
月
】

4
日
・
市
役
所
仕
事
始
め
式

　
　
・
賀
詞
交
換
会

7
日
・
城
崎
消
防
団
出
初
式（
10

日
･
豊
岡
･
竹
野
･
但

東
、
11
日
･
出
石
）

8
日
・
ゴ
ダ
イ
㈱
と「
災
害
時
等
に

お
け
る
救
助
用
物
資
の
供

給
等
に
関
す
る
協
定
」締

結

9
日
・
市
消
防
本
部
消
防
出
初
式

11
日
・
豊
岡
市
成
人
式

▲市長と意見交換する参加者（豊岡稽古堂）
▲コウノトリ育むお米
　（祝袋）

▲｢様似岬｣の前で握手する中貝市長と
　坂下町長（右）
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本
市
は
、
平
成
32
年
度
ま
で
に

2
3
5
カ
所
で
2
7
0
0
人
の
参

加
を
目
指
し
ま
す
。

円
山
川
の
歩
道
橋
で
中
学
生
の

男
子
3
人
と
す
れ
違
い
ま
し
た
。

「
あ
、
市
長
だ
」「
は
い
」「
握
手
し

て
」「
ほ
い
」「
写
真
撮
っ
て
も
い
い

で
す
か
?
」「
も
ち
ろ
ん
」

そ
の
別
れ
際
。「
市
長
、
豊
岡
を

か
っ
こ
よ
く
し
て
く
だ
さ
い
」

豊
岡
が
好
き
だ
と
い
う
気
持
ち

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
、

豊
岡
を
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で

と
ら
え
て
い
る
の
か
も
。

都
市
は
優
れ
て
い
て
、
田
舎
は

劣
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
長
い
間
、

そ
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
の
中
に
自
ら

を
閉
じ
込
め
て
き
ま
し
た
。

先
日
、
見
舞
い
で
豊
岡
病
院
に

行
っ
た
と
き
の
こ
と
。
ち
ょ
う

ど
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
飛
び
立
ち

ま
し
た
。
平
成
26
年
度
の
出
動

1
5
7
0
回
。
鳥
取
県
、
但
馬
、

京
都
府
北
部
を
カ
バ
ー
し
、
日

本
一
の
出
動
回
数
で
す
。
時
速

2
0
0
㎞
。
但
東
で
も
、
ひ
と
っ

飛
び
で
す
。

平
成
22
年
の
導
入
前
、
豊
岡
病

院
の
救
急
の
医
師
は
4
人
で
し
た
。

今
、
19
人
で
す
。
救
急
医
療
の
腕

を
豊
岡
で
磨
き
た
い
と
い
う
若
い

医
師
が
や
っ
て
き
ま
す
。

医
師
の
増
を
受
け
て
、ド
ク
タ
ー

カ
ー
も
但
馬
内
で
運
行
し
て
い
ま

す
。
但
馬
3
市
2
町
が
費
用
を
負

担
し
、
平
成
26
年
度
は
1
5
7
3

回
の
出
動
で
し
た
。
救
急
車
と

ド
ク
タ
ー
カ
ー
が
ほ
ぼ
同
時
に
出

動
し
ま
す
の
で
、
医
師
の
ほ
う

が
先
に
着
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

消
防
に
1
1
9
番
通
報
が
入
っ

て
か
ら
病
院
搬
送
ま
で
の
平
均
時

間
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

26
年
度
、
全
国
39
分
、
兵
庫
県
37

分
、
豊
岡
市
消
防
本
部
34
分
。
で
、

東
京
都
は
、
55
分
で
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
ド
ク
タ
ー

カ
ー
で
は
、
出
動
先
で
医
師
･
看

護
師
が
手
当
て
を
し
ま
す
。
そ
の

手
当
て
ま
で
の
豊
岡
の
平
均
時
間

は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
23
分
、
ド
ク

タ
ー
カ
ー
は
19
分
!
で
す
。

命
の
リ
レ
ー
も
重
要
で
す
。
救

急
の
医
師
、
看
護
師
、
消
防
の
救

急
救
命
士
の
連
携
と
技
を
競
う
全

国
大
会
で
、
我
が
豊
岡
チ
ー
ム
が

優
勝
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日

頃
の
訓
練
と
実
践
の
成
果
で
す
。

救
急
医
療
の
迅
速
性
に
関
し
て

は
、
豊
岡
は
日
本
で
最
も
安
全
な

ま
ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
こ
れ
っ

て
、
か
っ
こ
よ
く
な
い
で
す
か
?

ド
ク
ヘ
リ
が
も
た
ら
す
も
の 99

法
人
代
表
、
市
外
か
ら
の
定
住
者

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
11
人

か
ら
な
り
、
座
長
に
桃
山
学
院
大

学
教
授
の
山
本
順
一
さ
ん
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

初
会
議
で
は
、
座
長
の
山
本
さ

ん
が「
豊
岡
市
立
図
書
館
の
将
来

像
オ
プ
シ
ョ
ン
」と
題
し
た
講
義

を
行
っ
た
後
、
委
員
が
意
見
交
換

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
図
書
館
の
現
状
を
評
価

･
分
析
し
な
が
ら
、
市
民
参
画

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト

　

平
成
27
年
12
月
15
日
、
10
年
後

の
図
書
館
像
を
描
い
た「
図
書
館

未
来
プ
ラ
ン
」を
策
定
す
る
第
1

回「
豊
岡
市
図
書
館
未
来
プ
ラ
ン

検
討
会
議
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
市
立
図
書
館
が

「
智
の
蔵
」と
し
て
の
本
来
の
機
能

を
持
ち
、
さ
ら
に
時
代
の
変
化
に

対
応
し
た
新
た
な
機
能
を
持
ち
併

せ
た
図
書
館
の
あ
る
べ
き
姿
を
検

討
し
ま
す
。

　

委
員
は
、
学
識
経
験
者
、
小
学

校
教
諭
、
旅
館
経
営
者
、
N
P
O

　
「
玄
さ
ん
元
気
教
室
」は
、
区
の

集
会
施
設
な
ど
で
、
身
近
な
仲
間

と
楽
し
く
身
体
を
動
か
す
健
康
づ

く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
本
市
オ

リ
ジ
ナ
ル
の「
元
気
も
ん
体
操
」を

収
め
た
D
V
D
を
使
用
し
て
、
現

在
、
市
内
の
80
カ
所
以
上
の
集
落

や
団
体
で
、
自
主
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
さ
ら
な
る
拡
大
に

向
け
、
教
室
の
立
ち
上
げ
か
ら
運

営
、
継
続
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ま

〜
一
冊
あ
れ
ば
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る 

健
康
維
持
と
き
ず
な
の
向
上
〜

「
玄
さ
ん
元
気
教
室
ま
る
ご
と
ヒ
ン
ト
集
」が
完
成

〜
図
書
館
の
役
割
を
再
検
討
す
る
た
め
に
〜

　「
豊
岡
市
図
書
館
未
来
プ
ラ
ン
検
討
会
議
」を
開
催

と
め
た「
玄
さ
ん
元
気
教
室
ま
る

ご
と
ヒ
ン
ト
集（
A
4
カ
ラ
ー
36

ペ
ー
ジ
）」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

監
修
は
、
元
気
も
ん
体
操
を
指

導
し
て
い
る
熊
本
大
学
教
授
の
都つ

竹づ
く

茂
樹
さ
ん
。
参
加
者
の
写
真
や

コ
メ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
使
用
し
た

分
か
り
や
す
い
内
容
で
、
こ
れ
さ

え
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
教
室
が
ス

タ
ー
ト
で
き
ま
す
。

　

地
域
に
〝
健
康
〞
と
〝
き
ず
な
〞

を
も
た
ら
す「
玄
さ
ん
元
気
教
室
」。

▲座長の山本教授の講義

を
実
施
し
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

▲｢玄さん元気教室まるごとヒン
ト集｣を監修した都竹教授　
（左）と玄武岩の｢玄さん｣
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祝・
成
人豊

岡
の
未
来
を
担
う　
９
０
０
人　

▲中貝市長の式辞

▲市歌斉唱

▲思い出のフォトムービーを楽しむ新成人

▲誓いのことば

平
成
27
年
度 

豊
岡
市
成
人
式

　

1
月
10
日
、
市
民
会
館
で
、
平

成
27
年
度
豊
岡
市
成
人
式
を
開
催

し
ま
し
た
。
対
象
者
9
0
0
人

（
男
性
4
5
1
人
、
女
性
4
4
9

人
）の
う
ち
、
7
6
1
人（
男
性

3
8
6
人
、
女
性
3
7
5
人
）が

参
加
し
、
会
場
は
、
振
り
袖
や
羽

織
は
か
ま
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん

だ
新
成
人
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
中
貝
市
長
ら
が
お

祝
い
の
こ
と
ば
を
贈
り
、
新
成
人

を
代
表
し
て
、
村
尾
克
哉
さ
ん
と

金
藏
由
衣
さ
ん
が「
何
事
に
も
諦

め
ず
、
自
分
の
限
界
を
決
め
ず
、

自
分
ら
し
い
、
豊
岡
ら
し
い
大
輪

の
花
を
咲
か
せ
て
み
せ
ま
す
」と

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の「
フ
ォ
ト
ム
ー
ビ
ー
、

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」で
は
、
思

い
出
の
写
真
や
恩
師
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
岡
稽
古
堂
で
は
式
典

の
様
子
が
実
況
中
継
さ
れ
ま
し
た
。

  《
問
合
せ
》
生
涯
学
習
課

　

☎
23

－

0
3
4
1

成人を迎えて
　｢置かれたところで咲きなさい｣
という言葉がありますが、私たち
新成人には、根を伸ばし、土台を
作ることがなにより肝要だと思い
ます。いつか言葉の通り花を咲か
せられるよう、社会の新人らしく、
何事にも素直に、愚直に、そして
貪欲に多くのことを経験し、吸収
していきたいと思っています。

実行委員長　村尾克哉

実行委員会の皆さん
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　第36回兵庫神鍋高原マラソン全国大会の参加
者を募集します。
▼日にち　６月19日（日）※スタートは種目別に

午前８時20分～55分
▼場　所　県立但馬ドーム発着　神鍋高原周回

コース（受付：県立但馬ドーム）
▼種目・対象・参加料

　フィットネススタジ
オやトレーニングジム、
温水プールで、個人の
体力に合わせた運動メ
ニューに取り組む高齢
者向けの運動教室です。
　専門の指導員が少人
数のグループ制で指導
しますので、運動初心
者も安心して参加できます。
※健康・環境ポイント：500ポイント/月
▼期　間　４～９月（全24回）
▼対　象　65歳以上の市民で、要介護または要

支援認定を受けていない方
※治療中の疾患がある方は、主治医の意見書が
必要な場合があります。

▼定　員　合計5,000人（左記４種目・先着順）
※定員に達した場合は、大会ホーム
ページでお知らせ

▼申込み　２月15日（月）から受け付けます。次
のいずれかの方法で申し込んでくだ
さい。

▽大会ホームページから申込み
　〔締切り：４月15日（金）〕
　http://www.kannabe-marathon.jp/（別途エン
トリー手数料が必要）
▽申込用紙に参加料を添えて郵便局またはスポ
ーツ振興課で申込み
　〔締切り：４月８日（金）・当日消印有効〕
※申込用紙を希望の方には送付します。

ボランティアスタッフも募集！！
　神鍋マラソンは全国大会という名のとおり全
国各地からランナーが集まります。
　走るのは難しいけど…という方、ぜひ、スタ
ッフとして大会に参加してください。
　笑顔でランナーを歓迎し、一緒に楽しい時間
を過ごしませんか？
▼募集期限　４月22日（金）

 《申込み・問合せ》兵庫神鍋高原マラソン全国
大会実行委員会事務局（スポーツ振興課内）

　☎21-9023　FAX29-0054

▼コース

▼料　金　1,000円/月
▼申込み　２月１日（月）～26日（金）に電話また

は窓口で申込み

 《申込み・問合せ》健康増進課☎21-9095

深緑の爽やかな高原を駆け抜ける

高齢者向け運動教室で健康づくりを始めよう

神鍋マラソン 参加者募集

はつらつチャレンジ塾 参加者募集

椅子を使った体操

～チャレンジクッキング～
　はつらつチャレンジ塾参加者を対象に、毎月
１回、クッキング教室を実施します（希望者）。
▽内　容　調理実習、栄養士の講話
▽料　金　1,200円（全６回分）

種目 対象 参加料

５km 小学生以上で、45分以内
に完走できる方

3,500円
（１人）10km 中学生以上で、１時間20分

以内に完走できる方
ハーフ
マラソン

高校生以上で、２時間30分
以内に完走できる方

ファミリー
ジョギング
（２km）

年齢制限なし
※小学生未満は保護者同
伴で参加。１グループ
２人以上５人以内

3,500円
（１グループ）

曜日 時間 会場 定員
月 午後２時～３時30分

ウェルス
トーク豊岡

各20人
（先着順）

火 午前10時30分～正午
水 午後２時～３時30分
金 午前９時30分～11時

姿勢が良くなった
と言われます
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̶

な
ぜ
胃
が
ん
検
診
?

　

胃
が
ん
は
特
に
日
本
人
に
多
い

が
ん
で
す
。
男
性
は
約
9
人
に
1

人
、
女
性
は
約
18
人
に
1
人
が
胃

が
ん
に
か
か
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

男
性
の
24
人
に
1
人
、
女
性
の
51

人
に
1
人
が
胃
が
ん
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
の
本
市
の
が
ん
の
罹り

患か
ん

数（
注
1
）は
左
表
の
と
お
り
で
、

進
行
し
て
も
無
症
状
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

主
な
症
状
は
、
胃
の
痛
み
・
不

快
感
・
違
和
感
、
胸
焼
け
、
吐
き

気
、
食
欲
不
振
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
は
、
胃
炎
や
胃
潰

瘍
の
場
合
で
も
起
こ
り
ま
す
。
自

己
判
断
せ
ず
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

̶

胃
が
ん
検
診（
胃
透
視
検
査
）

　

バ
リ
ウ
ム（
造
影
剤
）と
発
泡
剤

（
胃
を
膨
ら
ま
せ
る
薬
）を
飲
み
、

X
線
写
真
を
撮
影
し
ま
す
。
胃
の

形
・
胃
粘
膜
の
状
態
・
食
べ
物
の

通
り
道
を
観
察
す
る
検
査
で
す
。

　

胃
が
ん
は
、
検
診
で
多
く
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
症
状
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
定
期
的
に
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
、
早
期
発
見
の
た

め
に
最
も
重
要
で
す
。

̶

検
診
を
受
け
よ
う
!

　

本
市
で
は
、
毎
年「
す
こ
や
か

市
民
健
診
」で
、
が
ん
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
に
か
か
わ
ら
ず
、
対
象

年
齢
の
市
民

で
あ
れ
ば
、

誰
で
も
受
け

る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

〜
胃
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
〜

が
ん
検
診 

愛
す
る
家
族
へ
の 

贈
り
も
の

本
市
で
も
胃
が
ん
が
多
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　

胃
が
ん
は
早
期
の
段
階
で
発
見

さ
れ
れ
ば
、
ほ
ぼ
1
0
0
%
が
治

癒
す
る
治
療
成
績
の
良
い
が
ん
で

す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重

要
で
す
。

（
注
1
）罹
患
数
:
あ
る
集
団
で
一

定
期
間
に
新
た
に
診
断
さ
れ
た

が
ん
の
数

̶

胃
が
ん
と
は

　

胃
が
ん
は
、
胃
の
壁
の
細
胞
が

何
ら
か
の
原
因
で
が
ん
細
胞
に
な

っ
た
も
の
で
す
。
始
め
は
30
〜
60

マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル（
1
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
ト
ル

= 

0
・
0
0
1
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
）の
大
き
さ
で
、
年
単

位
の
時
間
を
か
け
て
大
き
く
な
り

ま
す
。

̶
胃
が
ん
の
主
な
原
因

▼
塩
分
の
取
り
過
ぎ

　

塩
分
の
多
い
食
事
を
取
り
続
け

る
と
、
胃
の
粘
膜
に
炎
症
が
起
こ

り
や
す
く
、
胃
が
ん
に
な
り
や
す

く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
た
ば
こ

　

た
ば
こ
を
吸
う
人
は
吸
わ
な
い

人
に
比
べ
、
約
3
倍
胃
が
ん
に
な

り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
菌
の

感
染

　

感
染
し
た
人
の
全
て
が
胃
が
ん

に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

感
染
し
て
い
る
場
合
は
、
除
菌

療
法
を
行
い
、
定
期
的
な
胃
の
検

診
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

̶

胃
が
ん
の
症
状

　

胃
が
ん
は
、
早
期
の
段
階
で
は

自
覚
症
状
が
出
る
こ
と
は
少
な
く
、

　

詳
し
く
は
、
広
報
と
よ
お
か
3

月
号
と
一
緒
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課

　

☎
24

－

1
1
2
7

順位
男性 女性

部位 人数（人） 部位 人数（人）

第１位 前立腺 85 乳房 55

第２位 胃 76 胃 44

第３位 肺 68 大腸 41

《市が実施するがん検診》

《豊岡市の部位別がん罹患数》

※上皮内がんを除く
※参考：兵庫県のがん2011（平成23年）

検診種別 対象：市民
（年齢は年度末時点） 内　容

胃 が ん
40歳以上

造影剤による胃透視検査
肺 が ん 胸部Ｘ線撮影
大 腸 が ん 便の潜血反応検査
前立腺がん 50歳以上の男性 血液検査

乳 が ん 40歳以上（偶数年齢）と
41・51・61歳の女性

40～68歳：視触診・マンモグラフィ検査
41・51・61歳と70歳以上：マンモグラフィ検査

子宮頸
けい
がん 20歳以上の女性 視診・細胞診
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何な
ん

で
豊と

よ

岡お
か

に
は
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
た
く
さ
ん
い
る
の
？

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野や

生せ
い

復ふ
っ

帰き

を

目め

指ざ

し
て
、
農の

う

薬や
く

や
化か

学が
く

肥ひ

料り
ょ
う

に
頼た

よ

ら
ず
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
餌え

さ

と
な
る
生い

き
も
の
が
生せ

い

息そ
く

し
や
す

い
田た

ん
ぼ
づ
く
り
に
取と

り
組く

ん
で

き
た
か
ら
じ
ゃ
。
こ
の
農の

う

法ほ
う

を

｢

コ
ウ
ノ
ト
リ
育は

ぐ
く

む
農の

う

法ほ
う｣

と
い
う

ん
じ
ゃ
よ
。

私わ
た
し

た
ち
も
学が

っ

校こ
う

給き
ゅ
う

食し
ょ
く

で
コ
ウ

ノ
ト
リ
育は

ぐ
く

む
農の

う

法ほ
う

で
作つ

く

ら
れ

た
お
米こ

め

を
食た

べ
て
い
る
け
ど
、
こ

れ
っ
て
環か

ん

境き
ょ
う

に
良い

い
こ
と
な
の
？

い
い
質し

つ

問も
ん

じ
ゃ
！　

こ
の
お

米こ
め

を｢

食た

べ
て
く
れ
る
人ひ

と｣

｢

買か

っ
て
く
れ
る
人ひ

と｣

が
増ふ

え
る
こ

と
で
、
こ
の
お
米こ

め

を
作つ

く

る
人ひ

と

が
増ふ

え
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住す

め
る
環か

ん

境き
ょ
う

が
広ひ

ろ

が
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
。

こ
の
お
米こ

め

っ
て
高た

か

く
売う

れ
る

ん
だ
よ
ね
？

こ
の
農の

う

法ほ
う

で
作つ

く

る
こ
と
で
、

環か
ん

境き
ょ
う

が
良よ

く
な
る
だ
け
で
な

く
、
お
米こ

め

が
高た

か

く
売う

れ
る
ん
じ
ゃ
。

つ
ま
り
、
作つ

く

っ
て
い
る
人ひ

と

に
経け

い

済ざ
い

的て
き

な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
ん
じ
ゃ
。
こ

の
よ
う
な
関か

ん

係け
い

を
農の

う

業ぎ
ょ
う

に
限か

ぎ

ら
ず
、

い
ろ
い
ろ
な
分ぶ

ん

野や

に
広ひ

ろ

げ
よ
う
と

す
る
の
が
、
豊と

よ

岡お
か

が
力ち

か
ら

を
入い

れ
て

い
る
環か

ん

境き
ょ
う

経け
い

済ざ
い

戦せ
ん

略り
ゃ
く

な
ん
じ
ゃ
。

農の
う

業ぎ
ょ
う

以い

外が
い

に
は
ど
ん
な
こ
と

が
あ
る
の
？ 

太た
い

陽よ
う

電で
ん

池ち

を
作つ

く

る
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
育は

ぐ
く

む
農の

う

法ほ
う

で
作つ

く

ら
れ
た

お
米こ

め

を
使つ

か

っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
作つ

く

る
、

木も
く

質し
つ

ペ
レ
ッ
ト
を
作つ

く

る
な
ど
と
い

っ
た
事じ

業ぎ
ょ
う

が
あ
る
の
ぉ
。

学が
っ

校こ
う

に
あ
る
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト

ー
ブ
も
環か

ん

境き
ょ
う

に
良い

い
の
？ 

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
燃ね

ん

料り
ょ
う

は
木き

じ
ゃ
ろ
。
木き

が
燃も

え
る

と
き
に
出で

る
二に

酸さ
ん

化か

炭た
ん

素そ

は
、
木き

が
成せ

い

長ち
ょ
う

す
る
と
き
に
吸き

ゅ
う

収し
ゅ
う

し
た
も

ん
だ
し
け
え
、
燃も

や
し
て
も
二に

酸さ
ん

化か

炭た
ん

素そ

は
増ふ

え
ん
の
じ
ゃ
。
そ
れ

に
、
学が

っ

校こ
う

で
使つ

か

わ
れ
て
い
る
ペ
レ

ッ
ト
は
、
豊と

よ

岡お
か

産さ
ん

じ
ゃ
か
ら
、
海か

い

外が
い

か
ら
輸ゆ

入に
ゅ
う

し
て
い
る
石せ

き

油ゆ

よ
り
、

運う
ん

搬ぱ
ん

に
燃ね

ん

料り
ょ
う

を
使つ

か

わ
ん
で
済す

む
。

さ
ら
に
、
豊と

よ

岡お
か

で
ペ
レ
ッ
ト
を
作つ

く

っ
て
い
る
人ひ

と

た
ち
に
お
金か

ね

が
支し

払は
ら

わ
れ
る
ん
じ
ゃ
よ
。

環か
ん

境き
ょ
う

と
経け

い

済ざ
い

の
ど
ち
ら
も
良よ

く
な
る
環か

ん

境き
ょ
う

経け
い

済ざ
い

が
も
っ
と

広ひ
ろ

が
っ
て
ほ
し
い
な
。

　
玄げ

ん

武ぶ

岩が
ん

の
玄げ

ん

さ
ん
が
堅か

た

い
テ
ー
マ
も
柔や

わ

ら
か
〜
く
解か

い

説せ
つ

　 

豊と
よ

岡お
か

の
こ
こ
に
注ち

ゅ
う

目も
く

じ
ゃ
！
⑩

環か
ん

境き
ょ
う

経け
い

済ざ
い

戦せ
ん

略り
ゃ
く

っ
て
？

▲田んぼで餌をついばむコウノトリ

▲ペレットストーブで暖を取る
　子どもたち

住宅用太陽光発電システム・住宅用定置型蓄電池システムの設置支援（補助）※市内業者施工限定
住宅用定置型蓄電池システムも新たに支援します !!
　住宅用太陽光発電システム
および定置用リチウムイオン
蓄電池システムの設置を支援
します。
▼対象
①太陽光発電システム
　次の全てに該当する方（個人）
・市内業者の施工で設置
・４月１日から平成29年３月31日までの間に住
宅に設置（申込時で未着工の方に限定）

・太陽光発電による電気が、設置される住宅で
消費されるシステムを設置

・補助対象経費が１kW当たり45万円以下（税別）
のシステム

②定置型リチウムイオン蓄電池システム
　次の全てに該当する方（個人）
・市内業者の施工で設置

・前述の太陽光発電システムと同時に設置または
既に太陽光発電システムを設置

▼補助金額
①太陽光発電システム
　太陽電池出力１kW当たり３万円（上限４kW）
※市内産パネルを使用した場合は１kW当たり
１万円を上乗せ

②定置型リチウムイオン蓄電池システム
　蓄電池１kW当たり２万円（上限６kW）
※予算の範囲内で先着順（①約40件分②約10件分）
▼申込み　２月１日（月）から、エコバレー推進
課または市ホームページにある申請書に必要事
項を記入の上、申し込んでください。

太陽光発電システム市内施工業者の登録を募集
　登録事業者は市ホームページで公開するとと
もに、市民の皆さんの問合せに利用します。
 《申込み・問合せ》エコバレー推進課☎23-4480
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
高
齢
者
虐
待
の
な
い
地
域
を
目
指
し
て

｢

玄
さ
ん
元
気
教
室｣

の
元
気
人
を
紹
介
！

　
笑
い
シ
ワ
が
増
え
ち
ゃ
い
ま
し
た

　

尊
厳
を
も
っ
て
人
生
を
過
ご
す

こ
と
は
、
介
護
の
必
要
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
誰
も
が
望
む
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
高
齢

者
の
中
に
は
虐
待
を
受
け
て
、
つ

ら
く
て
不
満
が
あ
っ
て
も
声
を
出

せ
な
い
人
が
い
ま
す
。
あ
な
た
の

身
近
に
、
そ
ん
な
人
は
い
ま
せ
ん

か
？

玄
さ
ん
元
気
教
室

実
施
地
区
募
集

　

市
内
で
拡
大
し
て
い
る「
玄
さ

ん
元
気
教
室
」。
区
の
会
館
な
ど

で
行
う「
健
康
づ
く
り
を
中
心
と

し
た
自
主
活
動
」を
応
援
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

実
施
団
体
は
、現
在
81
団
体（
平

成
27
年
12
月
末
時
点
）で
す
。
参

加
者
の
体
力
や
心
、
生
活
だ
け
で

な
く
、
地
域
に
も
変
化
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。
体
験
教
室
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
健
康
増
進

　

課
☎
21

－

9
0
9
5

結
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ 

（
城
崎
町
結
）

　

昨
年
の
４
月
か
ら
、
区
の
有
志

で
教
室
を
ス
タ
ー
ト
。
毎
週
金
曜

日
の
午
後
に
、
70
〜
90
歳
代
の
約

10
人
が
結
集
落
セ
ン
タ
ー
に
集
ま

っ
て
い
ま
す
。「
元
気
も
ん
体
操
」

は
も
ち
ろ
ん
、
１
週
間
の
出
来
事

や
他
愛
も
な
い
会
話
に
花
を
咲
か

せ
、笑
い
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
す
。

̶

暴
力
を
振
る
う
こ
と
だ
け
が
虐

　

待
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

高
齢
者
虐
待
は
殴
る
、
蹴
る
な

ど
の
暴
力
的
な
行
為（
身
体
的
虐

待
）だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
怒

鳴
っ
た
り
、
水
分
や
食
事
を
十
分

に
与
え
ず
脱
水
や
栄
養
失
調
の
状

態
に
す
る
こ
と
な
ど
も
虐
待
で
す
。

̶

高
齢
者
虐
待
の
背
景

　

高
齢
者
虐
待
は
、
高
齢
者
と
養

護
者
の
人
間
関
係
、
健
康
･
経
済

状
態
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が

絡
み
合
っ
て
発
生
し
ま
す
。
特

に
、
高
齢
者
が
認
知
症
や
寝
た
き

り
で
、
養
護
者
に
相
談
相
手
が
な

く
孤
立
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に

は
、
心
身
と
も
に
疲
労
し
、
追
い

詰
め
ら
れ
て
虐
待
し
て
し
ま
う
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
家
族
介

護
支
援
事
業
等
の
利
用
を
通
じ

て
、
養
護
者
を
支
援
す
る
こ
と
も

必
要
で
す
。

̶

早
期
発
見
の
た
め
に

　

日
常
生
活
の
中
で
、
高
齢
者
の

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
や
サ
イ
ン
に

気
付
き
、
住
民
同
士
で
声
を
掛
け

メ
ン
バ
ー
の
声

▽
靴
下
が
立
っ
た
ま

ま
履
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

▽
話
も
で
き
、
体
操

も
で
き
て
集
ま
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

▽
笑
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
、
笑

い
シ
ワ
が
増
え
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

合
い
、
支
え
合
う
こ
と
が
虐
待
の

早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。
次

の
よ
う
な
サ
イ
ン
に
気
付
い
た
場

合
は
、
相
談
窓
口
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
知
ら
せ
た
方
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

・
怒
鳴
り
声
や
泣
き
声
が
聞
こ
え

　

る
、
大
き
な
物
音
が
す
る
。

・
顔
や
腕
な
ど
に
不
自
然
な
あ
ざ

　

が
目
に
付
く
。

・
最
近
、目
立
っ
て
や
せ
て
き
た
、

　

顔
色
が
悪
い
、
姿
を
見
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

《虐待の例》

《相談窓口》

高年介護課、各振興局市民福祉課でも相談できます。

区分 具体例

身体的虐待 たたく、つねる、無理やり食事を口に入れる、ベッド
に縛り付けるなど

心理的虐待 怒鳴る、ののしる、子ども扱いする、高齢者が話し掛
けているのを意図的に無視するなど

介護･世話の
放棄放任

入浴させず異臭がする、水分や食事を十分に与えず脱
水や栄養失調の状態にするなど

経済的虐待 日常の生活に必要な金銭を渡さない、使わせない、本
人の年金や財産を無断で使用したり処分するなど

性的虐待 排せつの失敗に対して、罰として下半身を裸にして放
置する、わいせつな行為を強要するなど

名称 電話番号
豊岡地域包括支援センター 24-2409
城崎･竹野地域包括支援センター 32-4599
城崎･竹野地域包括支援センター（竹野分室） 47-1425
日高地域包括支援センター 42-0158
出石･但東地域包括支援センター 52-7015
出石･但東地域包括支援センター（但東分室） 54-0515

虐
待
の
サ
イ
ン

　

岸本とし子さん（城崎町結
むすぶ

・83歳）

●参加したきっかけは？
　みんなと顔を合わせて触れ合い
ができればと思い参加しました。
●６カ月参加しての変化は？
　以前は、テレビばかり見ていま
したが、気が朗らかに、明るくな
りました。１日が楽しくなりまし
たよ。
●地域の変化は？
　仲間同士で親しくなりました。
あまり話さなかった方ともよく話
すようになり、野菜など、ないも
のをお互いに交換するようにもな
りました。

６カ月の変化
体重2.1㎏減
筋肉率1.2％増
体脂肪率2.2％減
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豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、

対
象
者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年

金
番
号
の
分
か
る
も
の
の
他
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
２
月
13
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
２
月
１
、
８
、
15
、
22
、
29
日   

　
（
月
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
７
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

１
１
６
５

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》
日
本
年
金
機
構
豊
岡

年
金
事
務
所
☎
22

0
9
4
8

　
市
役
所
市
民
課
☎
21
9
0
1
5

ま
た
は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

所
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

方
全
て
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

就
職
や
退
職
な
ど
に
伴
う
届
け
出

を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
給
す
る
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
受
け
取
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
必
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

■
学
生
か
ら
社
会
人
に
な
る
方

（
就
職
す
る
20
歳
以
上
の
方
）へ

　

会
社
や
官
公
庁
な
ど
に
就
職
す

る
と
、
国
民
年
金
の
種
別
が
第
１

号
被
保
険
者
か
ら
第
２
号
被
保
険

者
に
変
わ
り
ま
す
。
手
続
き
は
勤

務
先
が
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
年

金
手
帳
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
手
帳
の
基
礎
年
金
番
号
は
、

公
的
年
金
共
通
の
番
号
で
、
転
職

や
退
職
な
ど
で
加
入
す
る
年
金
制

度
が
移
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

今
春
、
就
職
す
る
20
歳
以
上
の
方

は
、
勤
務
先
で
の
手
続
き
が
ス
ム

ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
年
金
手
帳
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

年
金
手
帳
を
紛
失
し
た
方
は
、

豊
岡
年
金
事
務
所
、
市
役
所
市
民

課
ま
た
は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の

学
生
納
付
特

例
や
納
付
猶

予
を
受
け
た

期
間
は
、
年

金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
受
給

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
期
間
は
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
後
か
ら
納
付
す
る
こ
と

（
追
納
）が
で
き
ま
す
。
就
職
し
、

生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
ら
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
た

め
に
も
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追

　

納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険

　

料
に
経
過
年
数
に
応
じ
た
加
算

　

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
詳
し

　

い
内
容
や
追
納
の
申
請
は
、
豊

　

岡
年
金
事
務
所
ま
で

　

所
得
が
少
な
い
、
失
業
中
で
あ

る
な
ど
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
、
保

険
料
の
納
付
が「
免
除
」ま
た
は

「
猶
予
」さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
本
人
の
申
請
が
必
要
で
、

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前
年

の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
に
、

保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
30
歳
未
満

の
方
は「
若
年
者
納
付
猶
予
」制
度

が
あ
り
、
本
人
と
配
偶
者
の
前
年

の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
に
保

険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
・
猶
予
申
請
は
、

申
請
時
の
２
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
窓
口

は
市
民
課
お
よ
び
各
振
興
局
市
民

福
祉
課
で
す
。
失
業
に
伴
う
申
請

に
は「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

等
の
添
付
書
類
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
に
未
納
期
間
が
あ
る
と

不
慮
の
事
故
や
病
気
等
に
よ
る

「
障
害
基
礎
年
金
」や「
遺
族
基
礎

年
金
」が
受
給
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
保
険
料
納
付
が
困
難

な
と
き
は
、
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、

保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

就
職
・
退
職
す
る
方
は
、

届
出
が
必
要
で
す

学
生
納
付
特
例
・
納
付
猶
予
を

受
け
て
い
た
方
へ

保
険
料
免
除
・　
　

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

■次の場合は届出が必要です
届け出が必要なとき 年金の種別 届け出に必要なもの

退職したとき（20歳以上60歳未満の厚生年金・
共済年金加入者）

第２号被保険者
↓

第１号被保険者

印鑑、年金手帳、資格喪
失証明書、雇用保険の退
職を証明する書類

配偶者に扶養されていたが、配偶者が厚生年金、
共済年金をやめた（または65歳に到達した）とき 第３号被保険者

↓
第１号被保険者

印鑑、年金手帳、資格喪
失証明書厚生年金・共済年金加入者の被扶養配偶者本人の

見込み年収額が130万円以上になるとき

※届出先は、市民課または各振興局市民福祉課です。
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平成28年度採用　豊岡市非常勤嘱託職員・臨時職員募集

非常勤嘱託職員

国際交流
支援員 １人 秘書広報

課
英検２級以上またはTOEIC700
点以上の方で、普通自動車運転
免許所持者

○
国際交流・国際協力事
業における通訳および
在住外国人生活相談業
務など

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、

祝日

総合
案内員 １人 本庁舎総

合窓口
接遇業務に意欲があり、明るく
朗らかな対応ができる方 ○

主に本庁舎１階（総合
案内カウンター内およ
び中央出入口・東側入
口付近）での、来庁者
への庁舎・窓口案内業
務など

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、

祝日

管理員 １人 円山川運
動公園 普通自動車運転免許所持者 受付や草刈り、清掃な

どの施設管理業務

報酬：月額148,000円
勤務：週５日（35時間）
休日：火曜日とその他の平日

の１日の週２日

レセプト
点検員 １人 市民課

医療事務資格所持者または行政
機関等で医療保険関係事務の経
験のある方

○
国民健康保険に係るレ
セプト点検業務および
窓口対応など

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、

祝日

医療扶助
相談・
指導員

１人 社会福祉
課

保健師、看護師・准看護師、薬
剤師、精神保健福祉士もしくは
社会福祉士のいずれかの資格所
持者または３月末までに取得で
きる方

○

生活保護の医療扶助に
おける適正化対策業務
（後発医薬品の使用促
進のための関係者との
連絡調整、保健指導や
健康管理支援、不適切
な受診行動等への助言
指導）、窓口対応など

報酬：月額159,700円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、

祝日

ケアプラ
ン点検員 １人 高年介護

課
介護ケアプランの点検業務に意
欲のある方（ケアマネージャー
資格者は優遇）

○ 介護ケアプランの点検
業務など

報酬：月額153,800円※有資
格者は月額159,700円

勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、

祝日
UIJ
ターン
就職
推進員

１人 エコバレ
ー推進課

本市の行う雇用施策事業に意欲
のある方 ○

企業・大学等の求人・求
職情報の収集および提
供・就職マッチング（無
料職業紹介業務）など

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、

祝日

消防
事務員 １人 消防本部

普通自動車運転免許所持者で、
消防事務に意欲があり、災害時
等には、曜日、時間等に関係な
く勤務ができる方

○
伝票経理、物品管理、
文書受付・発送、各種
書類作成業務、電話・
窓口対応など

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、

祝日

特別支援
教育
介助員

５人
幼稚園、
小学校ま
たは中学
校

幼稚園・小学校・中学校・養護
教諭のいずれかの免許所持者ま
たは３月末までに取得できる方

○

特別な支援を要する園
児、児童または生徒の
支援業務（夏休みは放
課後児童クラブでの生
活指導）など

報酬：幼稚園
　　　…月額128,200円
　　　小・中学校
　　　…月額153,800円
勤務：幼稚園
　　　…週５日（30時間）
　　　小・中学校
　　　…週５日（35時間）
休日：土･日曜日の週２日、

祝日

校務員 １人
程度

小学校ま
たは中学
校

体力に自信のある方
草刈り、芝の管理、樹
木の剪定、除雪、給食
の配膳、清掃などの校
内用務

報酬：月額148,000円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、

祝日

放課後
児童
クラブ
指導員

２人
各放課後
児童クラ
ブのいず
れか

次の①または②のいずれかに該
当する方　①保育士資格もしく
は幼稚園・小学校・中学校・高
等学校のいずれかの教諭免許所
持者または３月末までに取得で
きる方②大学（短大含む）もしく
は大学院において、社会福祉学、
心理学、教育学、社会学、芸術学、
体育学を専修する学科を修めて
卒業した方または３月末までに
卒業できる方

児童の安全管理、生活
指導、遊びの指導など

報酬：月額115,400円
勤務：週５日（26時間）
休日：土・日曜日の週２日、

祝日

職種 募集
人数

勤務先
（予定） 職務内容 勤務条件（予定）パソ

コン
応募資格

または条件など
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パート
保育補助・
調理
補助員

１人
または
２人

高橋認定
こども園 保育・調理に意欲のある方

早朝（７時30分～９時
30分）および夕方（16時
～19時）５時間の保育
補助、調理補助など
※早朝、夕方いずれか
一方の勤務でも可

報酬：月額128,200円
勤務：週６日（30時間）
休日：日曜日の週１日、祝日
※早朝、夕方いずれか一方の
勤務の場合は、報酬等勤務
条件が変更になります。

調理員 １人
保育園ま
たは認定
こども園

調理業務に意欲のある方 ○ 給食の調理業務および
園務補助など

報酬：月額148,000円
勤務：週５日（35時間） 
休日：日曜日とその他の１日

の週２日、祝日

英語遊び
保育
推進員

１人 こども育
成課

次の①または②に該当する方で、普
通自動車運転免許所持者①中学校英
語教諭免許を有する方②保育士資格
もしくは幼稚園・小学校のいずれか
の教諭免許を有し、英検２級以上ま
たはTOEIC700点以上の方

○

保育所・幼稚園・認定こ
ども園の４・５歳児を対
象とした英語遊び指導、
英語遊び保育プログラム
策定、英語遊び保育に関
する事務など

報酬：月額159,700円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、

祝日

家庭
相談員 １人

こども支
援センタ
ー

保健師、看護師・准看護師、心理
士、保育士、社会福祉士または
教諭（養護教諭も可）として福祉・
教育現場において２年以上の実
務経験がある方で、普通自動車運
転免許所持者

○

育児、教育、障害、虐
待など家庭内における
子どもや保護者に関す
る各種相談および家庭
支援業務など

報酬：月額159,700円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、

祝日

看護師 １人 認定こど
も園

看護師もしくは准看護師免許所
持者または３月末までに取得で
きる方

障害児の対応、園児の
健康管理など

報酬：月額171,900円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、

祝日

ファミリー
サポート
センター
推進員

１人 こども育
成課

保育士もしくは社会福祉士資
格、幼稚園・小学校・中学校の
いずれかの教諭免許のうち、い
ずれかを有する方または３月末
までに取得できる方で、普通自
動車運転免許所持者

○

ファミリーサポートセ
ンターの運営業務（会員
間の相互援助活動の調
整、会員の募集・登録、
交流事業の企画など）

報酬：月額159,700円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、

祝日

非常勤嘱託職員【障害者対象】
※身体障害者手帳の交付を受け、自力で通勤ができ、かつ、介護者なしに職務の遂行が可能な方に限ります。

総合案内員
【障害者対象】 １人

本庁舎総
合窓口

接遇業務に意欲があり、明るく
朗らかな対応ができる方 ○

主に本庁舎１階（総合案
内カウンター内および中
央出入口・東側入口付
近）での、来庁者への庁
舎・窓口案内業務など

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、

祝日

税務事務員
【障害者対象】 １人 税務課 市税等にかかる事務に意欲のあ

る方 ○
市税等にかかる賦課・
徴収事務、証明書交付、
窓口・電話対応など

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、

祝日

学校事務員
【障害者対象】 １人

小学校ま
たは中学
校

学校での事務などに意欲のある
方 ○

伝票経理、物品管理、
文書受付・発送、各種
書類作成業務、窓口対
応など

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、

祝日
臨時職員

看護師 １人 森本診療
所

看護師免許所持者または３月末
までに取得できる方

診療補助、来診者対応
等の看護師業務など

賃金：月額183,000円
勤務：週５日（38時間45分）
休日：土・日曜日の週２日、

祝日

【共通事項】
《雇用期間》　嘱託職員４月１日～平成29年３月31日、臨時職員４月３日～９月30日
《応募資格》　・昭和31年４月２日以降に生まれた方
　　　　　　・応募資格中のパソコン欄に○印のある職種は、パソコン（ワード・エクセル）操作ができる方
　　　　　　・応募資格中の普通自動車運転免許所持者は、実運転経験年数が１年以上で、申込以前１年以上無事

故無違反、かつ、過去５年間に軽微な事故、違反（減点２点以下）が２回までの方
《選考試験》　面接試験（国際交流支援員、英語遊び保育推進員は、他に英作文の筆記試験を実施）
　　　　　　※必要に応じ、面接時にパソコン操作試験を実施します。
　　　　　　※日時・場所は受付時に連絡します。
《受付期間》　１月25日（月）～２月５日（金）
　　　　　　※土・日曜日、執務時間（午前８時30分～午後５時15分）外は受付できません。
《申込方法》　職員課および各振興局地域振興課にある申込書に記入、押印、写真貼付の上、資格・免許などの写し

を添えて提出してください。
　　　　　　※応募は上記職種のうち１職種に限ります。
《申込み・問合せ》職員課（本庁舎　４階）☎23-1326

職種 募集
人数

勤務先
（予定） 職務内容 勤務条件（予定）パソ

コン
応募資格

または条件など
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不動産を公売します！
所在
地番

日高町佐田字池田180
番1

地目 田 農用地 区域内
地積 1,720㎡
権利 無

番号 不3-12 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
880,000円
公売保証金
88,000円

備
考 農業委員会発行の買受適格証明が必要です。

所在
地番

立野字六反田1176
番1

地目 畑 農用地 区域内
地積 376㎡
権利 無

番号 不3-14 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
380,000円
公売保証金
40,000円

備
考 農業委員会発行の買受適格証明が必要です。

所在
地番

城崎町上山字スクモ塚
2046番2

地目 田 農用地 区域内
地積 244㎡
権利 無

番号 不3-11 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
225,000円
公売保証金
30,000円

備
考 農業委員会発行の買受適格証明が必要です。

所在
地番

但東町畑字畑ケ坪
1041番

地目 田 農用地 区域内
地積 2,901㎡
権利 賃貸借権設定

番号 不3-13 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
1,500,000円
公売保証金
150,000円

備
考 農業委員会発行の買受適格証明が必要です。

日
曜
納
税
相
談

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　
納
税（
市
税
）の
悩
み
ご
と
を
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
も
可
能

で
す
。

■
日
時
　
2
月
21
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時

■
場
所
　
本
庁
舎
　
1
階（
税
務

　
課
収
税
係
）

《
問
合
せ
》
税
務
課 

　
☎
23
–
1
1
1
8

　
市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
で
差
し

押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と
お
り
公

売
し
ま
す
。

■
公
売
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

　
競
り
売
り

■
参
加
申
込
期
間

　
2
月
16
日（
火
）午
後
1
時
〜
26

　
日（
金
）午
後
11
時

■
競
り
売
り
期
間

　
3
月
4
日（
金
）午
後
1
時
〜
6

　
日（
日
）午
後
11
時

■
代
金
納
付
期
限

　
3
月
14
日（
月
）午
後
3
時
ま
で

■
公
売
物
件

　
自
動
車
な
ど
16
点（
予
定
）

■
参
加
申
込
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
参
加
　

　（
2
月
16
日
公
開
予
定
）

番号 不3-16 物件土地・建物
土
地
所在地番 庄境字大下1128番1、1128番4
地目 宅地
地積 272.62㎡（合計）

建
物

家屋番号 1128番1
種類 倉庫・居宅
延床面積 203.42㎡

構造 木造亜鉛メッキ鋼板
・瓦葺2階建

備
考

上下水道共に引込み済みです。
居住者はありません。
土地の一部が隣接する住宅の
敷地に供されていると思われま
す。

見積価額（最低入札価格）
1,950,000円
公売保証金
200,000円

番号 不3-15 物件土地･建物
土
地
所在地番 城南町67番3、108番2
地目 宅地
地積 128.92㎡（合計）

建
物

家屋番号 108番2
種類 居宅
延床面積 132.43㎡
構造 木造セメント瓦葺2階建

備
考

上下水道共に引込み済みです。
居住者があります。
建物の裏側に、附属家がありま
す。

見積価額（最低入札価格）
2,140,000円
公売保証金
220,000円
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＜その他＞
①地積は公簿上に記載された面積であり、実測と異なる場合があります。　
②各物件の中で、公売が中止になる場合があります。　
③写真の境界線は大まかな位置を示したものです。隣地との境界確定、使用者または占有者等に対
する明渡し要求などは、買受人が行うことになります。

④物件によっては、入区料などが発生する場合があります。
⑤公売物件は豊岡市の所有財産ではありませんので、立ち入ることはできません。　
⑥豊岡市は物件の瑕

か

疵
し

担保責任を負いません。
⑦公売保証金は、落札できなかった場合には返還します。
⑧所有権移転の際、登録免許税の納付が必要です。また、不動産取得税が課税される場合があります。
⑨代金納付期日は３月24日（木）です。代金納付期日は場合によっては延期することがあります。

《問合せ》税務課☎23-1118

公 売 の ご あ ん な い
■公売期日　３月17日（木）
■受付時間　午後１時～２時
■入札会場　本庁舎　６階　会議室６－１、６－２
■持ち物　身分証明書、印鑑、公売保証金、農業委員会発行の買受適格証明（必要な物件のみ）

http://koubai.auctions.yahoo.
co.jp/hyg_toyooka_city

■
参
加
資
格

　
国
税
徴
収
法
で
規
定
さ
れ
る
場

合
な
ど
一
部
の
例
外
を
除
き
、
20

歳
以
上
の
方
は
、
原
則
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
公
売
保

証
金
の
納
付
が
必
要
で
す（
公
売

保
証
金
不
要
物
件
を
除
く
）。

＝
＝
下
見
会
＝
＝

　
公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た
物
件
は

返
品
で
き
ま
せ
ん
。事
前
に
よ
く
見

て
公
売
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
2
月
21
日（
日
）午
前
10

　
時
〜
午
後
3
時

■
場
所
　
本
庁
舎
　
1
階

※
大
型
物
件
は
下
見
会
に
展
示
し

　
ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
す
る
方

　
は
、
税
務
課
に
問
い
合
わ
せ
て

　
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　
次
の
サ
イ
ト
で
も
公
売
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w
w
3.city.toyooka.

 
lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー（
株
）の
公
売
シ
ス
テ
ム

　http://koubai.auctions.
 

yahoo.co.jp/

《
問
合
せ
》
税
務
課
　

　
☎
23
–
1
1
1
8

所在
地番

城崎町桃島字杵ケ滝
145番6、146番1

地目 宅地 農用地 －
地積 135.62㎡（合計）
権利 無

番号 不3-20 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
4,800,000円
公売保証金
480,000円

備
考

上水道は引込み済み、下水道は引込みされていません。
山陰海岸国立公園の普通地域に指定されており、高さ13ｍ超
または延床面積1,000㎡超の工作物の建築等一定の行為を行う
際には県知事に届出が必要です。

番号 不3-18 物件土地・建物
土
地
所在地番

竹野町森本字市場
163番、坊岡字市
場133番1、133番3

地目 宅地
地積 267.4㎡（合計）

建
物

家屋番号 133番1
種類 居宅
延床面積 146.23㎡

構造 軽量鉄骨造スレート
葺2階建

備
考

上水道は引込み済み、下水道
は引込みされていません。
居住者はありません。
残置物（家具等）があります。
再建築する場合はセットバックを
要します。

見積価額（最低入札価格）
3,200,000円
公売保証金
320,000円

番号 不3-17 物件土地・建物
土
地
所在地番

豊岡市今森字ヲリ
197番2、198番3、
199番、204番2

地目 宅地
地積 960.88㎡（合計）

建
物

家屋番号 204番2 20番
種類 倉庫 物置
延床面積 219.46㎡ 46.28㎡

構造
鉄骨造亜鉛
メッキ鋼板
葺2階建

木造板葺
2階建

備
考
上水道は引込みされていません。
下水道は引込み済みです。
使用者はありません。

見積価額（最低入札価格）
5,460,000円
公売保証金
550,000円

番号 不3-19 物件土地・建物
土
地
所在地番

竹野町奥須井字古住130番
1、131番、143番、144番、
147番1、147番2、148番

地目 畑・宅地
地積 917.1㎡（合計）

建
物

家屋番号 20番 24番
種類 倉庫 居宅
延床面積 39.66㎡ 230.11㎡

構造 土蔵造瓦葺
2階建

木造瓦葺
2階建

備
考

上下水道共に引込み済みです。
居住者はありません。
農業委員会発行の買受適格証
明は必要ありません。
再建築する際はセットバックを要
します。
電柱が敷設してあります。

見積価額（最低入札価格）
770,000円
公売保証金
77,000円
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所
得
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た

　【
期
間
】
2
月
16
日（
火
）〜
3
月
15
日（
火
）

申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
!!

《
問
合
せ
》
税
務
課 

☎
21

－

9
0
4
5

市
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
の
申
告

が
な
い
と
、
こ
れ
ら
に
関
係
す
る

証
明
書
が
発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

期
限
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
必
要
な
書
類
・
証
明
書
・
印
鑑

　

を
忘
れ
ず
に
！

　

相
談
前
に
は「
平
成
28
年
度
市

民
税
・
県
民
税
申
告
の
て
び
き
」

を
よ
く
読
み
、
帳
簿
な
ど
を
整
理

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
来
庁
時

に
は
、
申
告
者
本
人
が
申
告
書
を

作
成
の
上
、
必
要
な
書
類
・
証
明

書
・
印
鑑
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
帳
簿
の
整
理
が
で
き
て
い

な
い
場
合
や
必
要
書
類
が
な
い
場

合
は
、
相
談
を
お
断
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
3
月
15
日
の
申
告
期
限

間
近
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
め
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
市
役
所
で
の
申
告

相
談
は
混
雑
し
ま
す
。
所
得
税
・

消
費
税
の
申
告
を
す
る
方
は
、
税

務
署
や
じ
ば
さ
んT

A
J
IM
A

な

ど
で
の
申
告
相
談
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
申
告
の
必
要
な
方

　

平
成
28
年
1
月
1
日
現
在
、
本

市
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
27
年
中

に
所
得
の
あ
っ
た
次
の
方

・
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
方

（「
低
所
得
者
軽
減
」の
関
係
で
、

所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申

告
書
の
提
出
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
）

・
給
与
所
得
の
他
に
所
得
の
あ
る

　

方
・
2
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払

　

い
を
受
け
た
方

・
雑
損
控
除
･
医
療
費
控
除
･
寄

　

附
金
控
除
の
適
用
を
受
け
る
方

◎
申
告
の
不
要
な
方

・
所
得
税
の
確
定

申
告
を
す
る
方

・
給
与
所
得
者
で
、

勤
務
先
か
ら
市

役
所
に
給
与
支

払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
て
、
他
に
所
得
が

な
い
方

・
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方

　
（
年
金
額
に
よ
り
申
告
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■市県民税・国民健康保険税申告書提出の要否

所得税の確定申告をする。

いいえ
はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

給与等の年末調整の内容に
変更がある。 申告書を

提出して
ください。

※不要の場
合もあり
ます。詳
しくは問
い合わせ
てくださ
い。

給与または公的年金以外に
所得がある。

年の途中で退職などの異動
がある。

給与または公的年金を２カ
所以上からもらっている。

国民健康保険加入世帯であ
る。

申告書の提出
は必要ありま
せん。

◎
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

　

対
象
者
の
方

　

税
法
で
は
申
告
が
不
要
な
場
合

で
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険

料
を
算
定
す
る
上
で
、
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
市
民
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

◎
市
県
民
税
申
告
書（
兼
国
民
健

　

康
保
険
税
申
告
書
）の
配
布

　

昨
年
に
市
県
民
税
申
告
書
を
提

出
さ
れ
、
今
年
も
申
告
が
必
要
と

思
わ
れ
る
方
に
は
、
1
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。

◎
確
定
申
告
・
事
前
集
合
指
導
の

　

廃
止

　

例
年
２
月
上
旬
に
、
年
金
所
得

者
を
対
象
に
本
庁
舎
お
よ
び
各
地

域
の
庁
舎
で
開
催
し
て
い
た
確
定

申
告
の
事
前
集
合
指
導
は
、
本
年

度
か
ら
廃
止
に
な

り
ま
し
た
。

　

申
告
相
談
は
、

2
月
16
日
か
ら
3

月
15
日
ま
で
、
豊

岡
税
務
署
、
市
役

所
本
庁
舎
お
よ
び
各
地
域
の
庁
舎

な
ど
で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
分
所
得
の
申
告
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
1
月

1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
1
年

間
の
所
得
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
対
象
は
、
所
得
税
、
個
人

事
業
税
、
市
県
民
税
、
国
民
健
康

保
険
税
で
す
。

相
談
会
場
・
時

間
は
次
ペ
ー
ジ

の
一
覧
表
の
と

お
り
で
す
。
気

軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
業
規
模
の
大
き
い
方

（
所
得
金
額
が
お
お
む
ね
3

 
0
 0 

万
円
を
超
え
る
方
）や
不
動
産
の

譲
渡
所
得
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
を
受
け
る
方
、
青
色
申
告
を

す
る
方
は
、
税
務
署
で
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
期
限
内
に
必
ず
申
告
を
！

　

こ
の
申
告
書
は
、
所
得
証
明
書
、

福
祉
医
療（
老
人
医
療
等
）・
児
童

手
当
の
給
付
、
保
育
所
の
入
所
や

市
営
住
宅
入
居
な
ど
の
手
続
き
に

必
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
申
告
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◎
農
業
所
得
申
告
は
正
確
に
!!

　

農
業
所
得
は
収
支
計
算
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
以
外
に
給
与
所
得
な
ど
の

所
得
が
あ
る
方
は
、
各
種
所
得
を

合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

収
支
計
算
を
す
る
際
に
は「
農

作
物
に
係
る
販
売
代
金
」「
各
種
補

償
金
交
付
金
」「
耕
作
代
」「
農
産
物

の
家
事
消
費
」な
ど
の
収
入
の
計

上
漏
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
収
支
計
算
す
る
際
の
土

地
改
良
費
は
、
賦
課
金
が
10
ア
ー

ル
当
た
り
１
万
円
以
上
の
場
合
は
、

賦
課
金
に
含
ま
れ
て
い
る
永
久
資

産
相
当
分
が
必
要
経
費
と
し
て
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
賦
課
金
が
１
万

円
以
上
の
土
地
改
良
区
等
の
控
除

額
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
表
に
な
い
土
地
改
良
区
等

の
賦
課
金
は
、
10
ア
ー
ル
当
た
り

１
万
円
未
満
で
す
。
支
払
っ
た
賦

課
金
額
を
必
要
経
費
と
し
て
計
上

し
て
く
だ
さ
い（
豊
岡
地
域
以
外

で
は
１
万
円
以
上
の
土
地
改
良
区

は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

ま
た
、
支
払
額
の
分
か
る
帳

簿
・
領
収
書
等
は
必
ず
7
年
間
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

　

対
象
者
が
拡
大

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
・
帳

簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
の
白
色
申

告
者
の
う
ち
、
農
業
も
含
む
事
業

所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林

所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全

て
の
方（
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い

方
も
対
象
）は
、
記
帳
と
帳
簿
書

類
の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
豊
岡
税
務
署
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
税
務
署

　

☎
22
–
2
1
4
4

平
成
27
年
分
農
業
所
得
の
申
告
に
つ
い
て

申告相談会場一覧表

《夜間・休日相談》

申告相談会場
２月 ３月

受付・相談時間16 17 18 19 22 23 24 25 26 29 １ ２ ３ ４ ７ ８ ９ 10 11 14 15

火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火
豊岡税務署別館１階 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎（相談）９：00～17：00

市役所本庁舎２階大会議室
城崎庁舎
竹野庁舎
日高庁舎
出石庁舎
但東庁舎

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（受付）８：30～16：00
（受付人数制限有）
（相談）８：30～12：00

13：00～受付分
終了まで

じばさんTAJIMA６階 ● ● ● ● ● ● ● ●

（相談）９：30～12：00
13：00～16：00

城崎さとの湯１階 ● ● ●
豊岡市商工会竹野支部１階 ● ●
豊岡市商工会日高支部２階 ● ● ● ● ●
豊岡市商工会出石支部１階 ● ● ● ● ●
但馬ちりめん振興館 ● ● ●

※◎印は所得税の確定申告、●印は税理士による所得税の確定申告（土地・建物・株式等を売却された所得、贈与税や
相続税、山林所得に関する指導・相談は行っていません）、○印は市県民税・国民健康保険税の申告（所得税の申告も
可）の相談を行います。申告期限が近づくと混雑が予想されますので、早めに相談にお越しください。
※市役所での申告相談の午前の受付は午前11時30分までです。人数制限をしていますので、早めに受付を終了する場合
があります（夜間相談・休日相談も人数制限をします）。
※豊岡税務署は、駐車場に限りがあります。お越しの際は、できるだけ公共交通機関を利用してください。なお、申告
会場の混雑状況・相談内容によっては時間がかかることがあります。できるだけ午後４時ごろまでにお越しください。

区分 月日 相談会場 受付時間

■夜間相談 ２月26日（金） 本庁舎２階大会議室、城崎庁舎、竹
野庁舎、日高庁舎、出石庁舎、但東
庁舎

18：00～20：00
（受付人数制限有）

■休日相談 ３月６日（日） ８：30～11：30
（受付人数制限有）

地域 名　　称 控除額

豊岡

中郷土地改良区 10,024円

福江土地
改良区

経常・
事業分

10,796円

森津土地
改良区

一般分 22,684円

特別分 20,966円



確
定
申
告
書
の
提
出
は
お
早
め
に
‼

申
告
書
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
で
き
ま
す

│
手
書
き
で
申
告
書
を

　
　
　
　
　

作
成
し
て
い
る
方
へ

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を

入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
税
額
な

ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、
計
算
誤
り

の
な
い
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
作
成
し
た
確
定
申

告
書
は
、印
刷
し
て
豊
岡
税
務
署

に
郵
送
等
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た｢e

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

-T
ax

（
電
子
申
告
）」で

提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、e-T

ax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
給
与
・
公
的
年
金
」

　
　
　

所
得
の
み
の
方
は
必
見
!!

　
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」に
、
給
与
所
得
者
ま
た
は

公
的
年
金
所
得
者
向
け
の
申
告
書

作
成
画
面
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
方
で
も
操
作
が
し
や

す
い
画
面
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

│
復
興
特
別
所
得
税
に
つ
い
て

　

平
成
25
〜
49
年
分
の
各
年
分
に

は
、
所
得
税
と
併
せ
て
復
興
特
別

所
得
税
の
申
告
お
よ
び
納
付
を
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、
各

年
分
の
基
準
所
得
税
額（
原
則
と

し
て
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
額
）

に
2
・
1
％
の
税
率
を
掛
け
て
計

算
し
た
金
額
で
す
。

※
還
付
申
告
を
含
め
、
申
告
す
る

全
て
の
方
は「
復
興
特
別
所
得

税
額
」欄
の
記
載
が
必
要
で
す
。

│
申
告
と
納
期
限
等
に
つ
い
て

※
確
定
申
告
書
は
自
身
で
作
成
し

　
て
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
に
は
、
確
定
申
告
書
に
同

　

封
の
チ
ラ
シ
を
活
用
し
た
申
告

　

書
送
付
用
封
筒
を
利
用
し
て
く

　

だ
さ
い
。

※
豊
岡
税
務
署
の
申
告
会
場
の
混

　

雑
状
況
・
相
談
内
容
に
よ
っ
て

　

は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
で
き

　

る
だ
け
午
後
4
時
ご
ろ
ま
で
に

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

│
申
告
書
へ
の
個
人
番
号
の

　
　
　
　
　

記
載
不
要
に
つ
い
て

　

今
回
提
出
さ

れ
る
平
成
27
年

分
の
確
定
申
告

書（
所
得
税
・

消
費
税
）に
、
個
人
番
号（
12
桁
）

の
記
載
は
不
要
で
す
。

　

翌
年
分（
平
成
28
年
分
）以
降
の

確
定
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
①

個
人
番
号
の
記
載
②
申
告
す
る
本

人
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た

は
写
し
の
添
付
│
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
税
務
署
個
人
課

　

税
部
門
☎
22
–
2
1
4
4

《平成27年分所得税等の申告・納期限等》
申告・納期限 口座振替日

所得税および
復興特別所得税 ３月15日（火） ４月20日（水）

消費税および
地方消費税 ３月31日（木） ４月25日（月）

贈与税 ３月15日（火）

便利で安全・確実な振替納税をお勧めします。

豊岡市公益功労者を
決定しました

　市では、産業、教育、文化、体育、社
会福祉等の分野で公益に貢献された方、
公益のため多額の
私財を寄附された
方等に対し、功労
者表彰を行ってい
ます。
　平成27年度の公
益功労者は次のと
おりです。

氏名
Ｏ夫妻　様（港地区）
※本人の申し出により氏名は控えさせ
ていただきました。

功績 私財寄附

《問合せ》秘書広報課☎23-1114

　個人番号（マ
イナンバー）通
知カードは、11
月下旬に１度目
の配達が完了し
ています。
　不在などで受
取りができていない方の通知カードは、市民課で保管
しています。
　受取りをされていない方は、運転免許証等の本人確
認ができるものを持参の上、市民課窓口に取りにお越
しください。また、事前に連絡をいただければ各振興
局市民福祉課でも受け取ることができます。
　制度全般や個人番号カード作成等に関することは、
マイナンバー総合フリーダイヤル（☎0120-95-0178）で
も問合せができます。
 《申込み・問合せ》市民課☎21-9015

個人番号通知カードは
 受け取られましたか？

個人番号通知
カードは届き
ましたか？

広報とよおか 2016（平成28）年2月号　 18
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日日時・期間　所場所　内内容　対対象　定定員　￥参加費・料金　持持ち物　申申込み　他その他　問問合せ先
Ｆファクス番号　Ｍメールアドレス　Ｈホームページ
※￥のないものは無料です。　定で抽選などの記載がないものは先着順です。持のないものは申込時に確認してください。

くらしの 報情
施設イベント

伊藤清永記念館　出石町内町　☎52-5456　 F 53-2088　◆休館＝㊌
行事名／内容 日時 備考

第24回出石高校卒業制作展
　出石高校で芸術を専攻している３年生が制作した書（軸
装、額装、折帖）・美術（絵画、陶芸、立体）の作品を展示。
　書道・美術・陶芸部による｢第16回芸術文化展｣および「平
成27年度地域オープン講座修了生作品展｣を同時開催

１/30㊏～
２/23㊋
９：30～17：
00（入館は16：
30まで）

￥一般300円、高校生・大学生・
65歳以上の方・障害者手帳をお
持ちの方150円、小・中学生無料
※市内在住または市内高校に通
う高校生は生徒手帳提示で無料

豊岡市民プラザ　大手町　☎24-3000　 F 24-3004　Ｍ info@platz-npo.com　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

第133回サロンコンサート
　Music Mixによるバイオリンの演奏。曲目は｢２つのヴァイオリン
の為の協奏曲（ヴィヴァルディ）｣｢千本桜｣ほか

２/６㊏
13：00～

◆サロンコンサートの出
演者を募集中

催
し

と
よ
お
か
地
域
づ
く
り
大
会

 

２
０
１
６

日
2
月
21
日
㊐
午
後
1
時
〜
4
時

30
分
所
じ
ば
さ
んT
A
JIM
A

多
目

的
ホ
ー
ル（
大
磯
町
）内
講
演
▽
モ

デ
ル
地
区
取
組
み
発
表（
城
崎・竹

野
南・日
高・弘
道
地
区
）▽
特
産

品
販
売
定
2
5
0
人
申
2
月
12
日

㊎
ま
で
に
問
に
連
絡
問
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
政
策
課
☎
21
–
9
0
2
0
Ｆ

29
–
0
0
5
4
Ｍcom

m
unity@

city.toyooka.lg.jp

第
２
回　

心
の
病
気
を
も
つ
人

の
家
族
の
つ
ど
い

日
3
月
3
日
㊍
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
10
分（
受
付
：
午
後
1
時
〜
）

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
市
民
活
動
室

C
・
D
内
講
演「
だ
れ
も
が
命
を

大
切
に
、希
望
を
も
っ
て
生
き
る
」

講
師
：
精
神
科
医
・
高
石
俊し
ゅ
ん

一い
ち

さ

ん
▽
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク「
今
困
っ
て

い
る
こ
と
!
あ
ん
な
こ
と　

こ
ん

な
こ
と
」助
言
者
：
高
石
俊
一
さ

ん
対
精
神
障
害
者
の
家
族
お
よ
び

関
係
者
申
2
月
24
日
㊌
ま
で
に

問
に
電
話
問
豊
岡
市
精
神
障
害

者
家
族
連
合
会
事
務
局
☎
23
–

0
0
1
9
ま
た
は
社
会
福
祉
課
☎

24
–
7
0
3
3

豊
岡
市
工
業
会
異
業
種
交
流
会

日
2
月
29
日
㊊
午
後
1
時
30
分
〜

所
市
民
会
館
4
階
大
会
議
室
内
特

別
セ
ミ
ナ
ー『
異
業
種
交
流
か
ら

起
こ
そ
う　

豊
岡
発
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
』（
産
産
マ
ッ
チ
ン
グ
の
展
開

可
能
性
お
よ
び
成
功
事
例
紹
介

等
）講
師
：
産
業
人
Ｏ
Ｂ
ネ
ッ
ト

理
事
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
梶
原
信

也
さ
ん
▽
会
員
企
業
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
▽
中
小
機
構
に
よ
る
企

業
支
援
制
度
紹
介
▽
名
刺
交
換
会

対
会
員
以
外
で
も
可
申
2
月
26
日

㊎
ま
で
に
問
に
電
話
問
豊
岡
市
工

業
会
事
務
局（
エ
コ
バ
レ
ー
推
進

課
内
）☎
21
–
9
0
2
4

豊
岡
高
年
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
趣
味
の
会
」発
表
会

日
3
月
5
日
㊏
〜
6
日
㊐
所
長
寿

園（
幸
町
）内
作
品
展（
5
日
㊏
午

後
1
時
〜
4
時
、
6
日
㊐
午
前

10
時
〜
午
後
4
時
）書
道
、
生
け

花
、
篆て
ん

刻こ
く

、
ち
ぎ
り
絵
な
ど
▽
お

茶
席（
6
日
㊐
正
午
〜
午
後
3
時
）

抹
茶
の
振
る
舞
い
▽
芸
能
発
表
会

（
6
日
㊐
午
後
1
時
〜
4
時
）日
本

舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
詩
吟
な
ど
問

豊
岡
高
年
ク
ラ
ブ
連
合
会
☎
23
–

0
8
6
8



但
馬
北
部
の
自
然
を
考
え
る

報
告
会

日
2
月
13
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
市
民
会
館
4
階
大
会
議
室

内
但
馬
地
域
に
お
け
る
シ
カ
生
息

状
況
と
植
生
被
害
等
の
報
告
▽
活

動
団
体
か
ら
の
報
告
▽
意
見
交
換

申
問
但
馬
県
民
局
環
境
課
☎
26
–

3
6
5
1

特
別
企
画
展　

出
石
焼
―
但
馬

の
く
ら
し
と
や
き
も
の
―

日
開
催
中
〜
3
月
6
日
㊐
午
前
10

時
〜
午
後
5
時
※
㊊
休
館
所
県
立

歴
史
博
物
館（
姫
路
市
）内
但
馬
の

伝
統
工
芸
品
を
代
表
す
る
出
石
焼

の
歩
み
を
披
露
￥
大
人
5
0
0

円
、
大
学
生
3
5
0
円
、
高
校
生

2
5
0
円
、
小
・
中
学
生
無
料
※

団
体
割
引
、
障
害
者
割
引
あ
り
問

県
立
歴
史
博
物
館
☎
0
7
9
–

2
8
8
–
9
0
1
1

あ
い
う
え
お
日
本
語
教
室
か
ら

就
学
前
説
明
会

日
2
月
7
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
内
日
本
の
学
校
の
基
礎

知
識
を
学
ぶ
対
外
国
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
保
護
者
他
多
言
語
翻
訳
あ
り

（
通
訳
、
一
時
保
育
は
要
予
約
）

あ
い
う
え
お
茶
会

日
2
月
14
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
内
在
住
外
国
人
と
の
交

流
、
豆
ま
き
、
恵
方
巻
作
り
ほ
か

【
共
通
事
項
】所
あ
い
う
え
お
事
務

所（
昭
和
町
）問
に
ほ
ん
ご
豊
岡
あ

い
う
え
お
☎
20
–
4
0
3
7

と
よ
お
か
津
居
山
港
か
に
ま
つ
り

日
2
月
28
日
㊐
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
2
時
所
津
居
山
港
小
島
岸
壁

内「
特
設
会
場
」内
か
に
雑
炊（
1

杯
1
0
0
円
）▽
大
抽
選
会（
1
回

2
0
0
円
）▽
素
人
新
鮮
う
ま
い

も
の
競
り
市
▽
海
産
物
販
売
▽
餅

つ
き
な
ど
問
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
22
–
8
1
1
1募

集

兵
庫
県
北
部
合
同
企
業
説
明
会

 

出
展
企
業

日
4
月
2
日
㊏
午
後
1
時
〜
5
時

所
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
10
階
ア
ウ
ラ

ホ
ー
ル（
大
阪
市
）対
市
内
に
本
社

ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
企
業
等

定
35
社
程
度（
但
馬
全
体
で
60
社

予
定
）￥
出
展
料
無
料
◆
対
象
求

職
者
＝
平
成
29
年
3
月
大
学
等
卒

業
予
定
者
◆
主
催
＝
豊
岡
市
、
養

父
市
、
朝
来
市
、
香
美
町
、
新
温

泉
町
、
但
馬
県
民
局
他
ブ
ー
ス
形

式
申
2
月
12
日
㊎
ま
で
に
申
込
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ジ
ョ

ブ
ナ
ビ
豊
岡
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）を
問
に
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
、

ま
た
は
持
参
問
エ
コ
バ
レ
ー
推
進

課
☎
21
–
9
0
0
8

豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
は
ー
と
ピ
ー
」参
加
者

第
28
回
イ
ベ
ン
ト『
キ
ミ
と
恋
シ

ョ
コ
ラ
♥
』

日
2
月
14
日
㊐
男
性
：
午
前
9
時

45
分
、
女
性
：
午
前
10
時
15
分
所

食
堂
カ
フ
ェcocon

（
千
代
田
町
）

内
バ
レ
ン
タ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
で
交

流
対
20
〜
40
歳
の
独
身
男
女
※
男

性
は
本
市
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

定
男
女
各
12
人
￥
男
性
3
5
0
0

円
、
女
性
2
千
円
申
2
月
8
日
㊊

ま
で
に
参
加
イ
ベ
ン
ト
名
、
氏
名
、

携
帯
電
話
番
号
、
住
所
、
生
年
月

日
を
問
に
連
絡
問
豊
岡
市
社
会
福

祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
☎
23
–

2
5
7
3
Ｍheart-p@

toyooka-
w
el.jp

Ｈ
あ
り

『
但
馬
地
域
こ
う
の
と
り
大
使
に

よ
る
縁
結
び
交
流
会
』参
加
者

日
2
月
28
日
㊐
午
前
11
時
〜
午
後

3
時
30
分
所
県
立
但
馬
長
寿
の
郷

（
養
父
市
八
鹿
町
）内
1
対
1
の
フ

リ
ー
ト
ー
ク
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
等

対
県
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
独
身

男
女（
男
性
は
但
馬
在
住
、
在
勤

を
優
先
）定
男
女
各
15
人（
抽
選
）

￥
男
性
3
千
円
、
女
性
2
千
円
申

2
月
9
日
㊋
ま
で
に
①
申
込
用
紙

（
但
馬
青
少
年
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）を
問

に
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
郵
送
②
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

勤
務
先
、
勤
務
先
市
町
名
を
問
に

メ
ー
ル
問
但
馬
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
☎
0
7
9
–
6
6
2

–
7
7
0
1（
㊌
㊍
㊏
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
15
分
）Ｍtajim

a_
habatan@

seishonen.or.jp

京
都
丹
後
鉄
道
で
行
く

豊
岡
市
民
号
参
加
者

日
3
月
3
日
㊍
豊
岡
駅
発
午
後
1

時
10
分
↓
天
橋
立
駅
↓
観
光（
フ
リ

ー
）↓
天
橋
立
駅
↓
豊
岡
駅
着
午
後

6
時
15
分
※
時
間
は
目
安
で
す
対

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
定
30

人
￥
1
人
4
9
8
0
円（
往
復
運
賃
、

ス
イ
ー
ツ
代
、飲
み
物
代
、保
険
料

を
含
む
）申
2
月
19
日
㊎
ま
で
に

京
都
丹
後
鉄
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

手
続
き
問W

ILLER T
RA
IN
S

㈱
☎
0
7
7
2

25

2
3
2
3

第
８
期
但
馬
夢
テ
ー
ブ
ル
委
員

◆
任
期
＝
4
月
〜
平
成
30
年
3
月

末（
2
年
間
）内
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
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平成28年度『チャイルドハウス』新規会員募集
対象年齢 募集

人数 活動日 活動時間 活動費
（月額）

ベビーメイト（０歳
児）
平成27年４月生ま
れ～

20組 毎週㊊

親子活動
９：30～11：30
なかよし広場開放
11：30～13：00

2,000円

ヨチヨチメイト（１
歳児）
平成26年４月～27
年３月生まれ

15組 毎週㊋

エンジェルメイト
（２歳児）
平成25年４月～26
年３月生まれ

10組 毎週㊎

ワンダーメイト（３
歳児）
平成24年４月～25
年３月生まれ

20人
毎週㊌
または
㊍

体験保育
９：30～13：00 4,500円

申２月４日㊍～保育園事務室で受け付け
他全活動で、プール遊び・運動会・遠足・クリスマス会など、
季節の行事も取り入れます。
問チャイルドハウス保育園（下陰）☎29-3900

21　 広報とよおか 2016（平成28）年2月号

向
け
た
普
及
啓
発
活
動
の
企
画
・

実
践
を
通
し
て
、
但
馬
地
域
を
盛

り
上
げ
る
対
但
馬
地
域
の
地
域
づ

く
り
活
動
に
意
欲
の
あ
る
満
18
歳

以
上
の
方（
4
月
1
日
現
在
）定
50

人
程
度
申
2
月
29
日
㊊
ま
で
に
所

定
の
用
紙
を
問
に
提
出（
消
印
有

効
）問
但
馬
県
民
局
地
域
づ
く
り

課
☎
26
–
3
6
1
5

『
祈
り
―
１
９
４
５
』読
み
手

日
平
日
夜
週
1
回
程
度（
4
月
か
ら

活
動
開
始
）本
公
演
：
8
月
7
日

㊐
予
定
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
、
各

小
・
中
学
校
等
内
平
和
を
願
う
朗

読
劇『
祈
り

1
9
4
5
』上
演
の

取
組
み
▽
小
・
中
学
校
で
の
学
校

公
演
▽
関
連
写
真
展
等
の
実
施
対

高
校
生
以
上（
高
校
生
は
保
護
者
の

同
意
が
必
要
）定
20
人
程
度
申
3
月

31
日
㊍
ま
で
に
所
定
の
用
紙
ま
た

は
は
が
き
等
に
、住
所
、氏
名
、
年

齢
、性
別
、電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

問
に
提
出
問
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
☎

24
–
3
0
0
0
Ｆ
24
–
3
0
0
4

県
立
大
学
大
学
院
地
域
資
源
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
入
学
者

対
博
士
前
期
課
程（
C
日
程
）：
大

学
卒
業
者（
見
込
み
可
）も
し
く

は
同
等
の
学
力
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
社
会
人
経
験
者
や
留
学

生
▽
博
士
後
期
課
程（
第
2
回
）：

修
士
課
程
を
修
了
も
し
く
は
同

等
の
学
力
の
あ
る
方
定
博
士
前

期
課
程
12
人（
A
・
B
日
程
を
含

む
）▽
博
士
後
期
課
程
2
人（
第

1
回
を
含
む
）◆
試
験
日
＝
3
月

5
日
㊏
申
2
月
21
日
㊐
ま
で
に

問
に
電
話
問
豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ

ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
課
☎
34
–

6
0
7
9

小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
非
常

勤
講
師（
初
任
教
員
研
修
）

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
小
学
校
・

4
8
5
人
程
度
▽
中
学
校
・
2　
4

　
3
人
程
度
▽
特
別
支
援
学
校
・
17

人
程
度
※
県
内
公
立
学
校
対
小
・

中
学
校
、高
校
教
諭
普
通
免
許
所

持
者（
見
込
み
可
）申
2
月
1
日
㊊

〜
3
月
11
日
㊎
に
所
定
の
用
紙
を

問
に
提
出（
必
着
）問
但
馬
教
育
事

務
所
☎
26

3
7
7
4
ま
た
は
こ

ど
も
教
育
課
☎
23

1
4
5
2

と
よ
お
か
福
祉
会
嘱
託
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
嘱
託
支
援

員
・
若
干
名
対
次
の
条
件
を
全
て

満
た
す
方
▽
昭
和
30
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
、
高
校
卒
業
以
上

※
見
込
み
可
▽
普
通
自
動
車
運
転

免
許
所
持
者
▽
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
を
使
え
る
◆
試
験
日
＝
3
月
6

日
㊐
◆
採
用
予
定
日
＝
4
月
1
日

申
3
月
1
日
㊋
ま
で
に
必
要
書
類

を
問
に
提
出
問
と
よ
お
か
福
祉
会

☎
24

8
6
5
5

豊
岡
市
地
域
密
着
型
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
こ
こ
の
か
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
特
養
介
護

職
員
・
若
干
名
▽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

介
護
職
員
・
若
干
名
◆
試
験
日
＝

申
込
者
に
後
日
連
絡
◆
採
用
予
定

日
＝
4
月
1
日
※
事
前
入
職
可
申

2
月
15
日
㊊
ま
で
に
必
要
書
類
を

問
に
提
出
問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
こ
こ
の
か
☎
21

9
0
5
7

但
馬
高
齢
者
生
き
が
い
創
造
学

院
学
院
生

所
但
馬
高
齢
者
生
き
が
い
創
造
学

院（
九
日
市
上
町
）内
月
4
回
：
陶

芸
、
木
彫
▽
月
2
回
：
盆
栽
、
麦

わ
ら
細
工
、
書
道
、
カ
ラ
オ
ケ
、

ダ
ン
ス
、
表
具
、
俳
句
、
短
歌
、

民
謡
、
絵
画
な
ど
申
3
月
上
旬
ま

で
に
問
に
連
絡
※
中
途
入
学
可
問

但
馬
高
齢
者
生
き
が
い
創
造
学
院

☎
23
–
9
6
1
5（
㊋
㊌
㊍
午
前

9
時
〜
午
後
4
時
）



社
会
福
祉
法
人
豊
友
会
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
①
常
勤
保

育
士
・
若
干
名
②
管
理
栄
養
士（
栄

養
士
）・
1
人
対
①
保
育
士
資
格

と
幼
稚
園
教
諭
免
許
所
持
者（
見

込
み
可
）②
管
理
栄
養
士（
栄
養

士
）免
許
所
持
者（
見
込
み
可
）◆

採
用
予
定
日
＝
4
月
1
日
◆
勤
務

地
＝
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

（
下
陰
）ま
た
は
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
保

育
園（
中
陰
）◆
試
験
日
＝
2
月
11

日
㊍
申
2
月
8
日
㊊
ま
で
に
履
歴

書
を
問
に
提
出
問
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ

ウ
ス
保
育
園
☎
29

3
9
0
0

金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
該
当
者

日
5
月
15
日
㊐
午
後
1
時
〜
所
市

民
会
館
対
昭
和
42
年
に
婚
姻
届
を

提
出
し
た
県
内
在
住
の
夫
婦
申
2

月
29
日
㊊
ま
で
に
所
定
の
用
紙
を

神
戸
新
聞
総
局
、
販
売
所
に
持
参

ま
た
は
問
に
郵
送（
必
着
）問
神
戸

新
聞
社
地
域
活
動
局
☎
0
7
8
–

3
6
2
–
7
0
8
6

We
ぷ
ら
ざ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
作
品

◆
展
示
期
間
＝
2
週
間
程
度（
応

募
数
で
調
整
）※
作
品
の
展
示
・

撤
収
は
、
出
展
者
が
行
う
内
芸
術

作
品（
絵
画
・
書
道
・
写
真
・
彫

自衛官等募集
募集種目 応募資格 受付期間 試験日

一般幹部候補生

・大卒程度試験…①22歳以上26歳未満の方②
20歳以上22歳未満の大卒者（見込可）または、20
歳以上28歳未満の修士課程修了者等（見込可）
・院卒者試験…修士課程修了者等（見込可）で、
20歳以上28歳未満の方

３月１日㊋～
５月６日㊎

１次
５月14日㊏・15日㊐
２次
６月14日㊋～17日㊎

予備自衛官補
・一般公募…18歳以上34歳未満の方
・技能公募…18歳以上で、衛生、語学、整備
通信などの国家資格を有する方

１月８日㊎～
４月８日㊎

４月15日㊎～19日㊋
のうちいずれか１日

問自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所☎22-3978

刻
工
芸
等
）や
地
域
活
動
の
紹
介

な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
日
高
が
認
め

る
も
の
対
①
団
体
：
市
、
県
、
国

が
主
催
す
る
展
示
▽
商
工
会
、
観

光
協
会
な
ど
公
共
的
団
体
▽
日
高

文
化
協
会
加
盟
団
体
お
よ
び
日
高

地
域
各
地
区
公
民
館
の
登
録
団
体

②
個
人
：
豊
岡
市
美
術
展
招
待
作

家
▽
日
高
文
化
協
会
加
盟
団
体
か

ら
推
薦
の
あ
っ
た
方
申
2
月
15
日

㊊
ま
で
に
所
定
の
用
紙（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

を
問
に
提
出
問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
日

高
☎
42
–
2
5
0
5

兵
庫
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ
学
生

内
ラ
ジ
オ
講
座
を
通
し
て
学
習
。

講
座
を
聴
き
、
は
が
き
1
枚
程
度

の
感
想
文
を
提
出
対
県
内
在
住
の

50
歳
以
上
の
方
￥
年
間
6
千
円
申

2
月
8
日
㊊
〜
4
月
15
日
㊎
に
必

要
書
類
を
問
に
提
出
問
ひ
ょ
う
ご

ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ
☎
0
7
9
–

4
2
4
–
3
3
4
3

講
座
・
教
室

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

日
2
月
14
日
㊐
午
前
9
時
〜
正
午

所
消
防
本
部
3
階
内
成
人
に
対
す

る
心
肺
蘇
生
法
▽
A
E
D（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）の
取
り
扱
い

方
法
▽
大
出
血
時
の
止
血
法
▽
窒

息
時
の
処
置
定
20
人
申
2
月
10
日

㊌
ま
で
に
豊
岡
消
防
署
、
各
分

署
、
出
張
所
、
お
よ
び
駐
在
所
に

あ
る
申
込
用
紙（
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）を
問
に
提

出
問
豊
岡
消
防
署
救
急
係
☎
24

8
0
3
8

県
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
2
月
27
日
㊏
午
後
1
時
〜
5
時

所
じ
ば
さ
んT

A
JIM

A

（
大
磯
町
）

内
講
演（
但
馬
の
戦
国
史
）「
但
馬
の

地
域
資
源
を
考
え
る
│
自
然
・
社

会
・
歴
史
│
」▽
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
、
大
学
院
生
の
研
究
発
表
問

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン

パ
ス
学
務
課
☎
34
–
6
0
7
9

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

日
2
月
21
日
㊐
午
後
1
時
〜
5
時

所
市
民
プ
ラ
ザ
練
習
室
A
内
地
域

日
本
語
教
室
の
役
割
▽
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
日
本
語
学
習
支
援
と
は
?

◆
講
師
＝
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会

登
録
日
本
語
教
師
対
外
国
の
方
に

日
本
語
を
教
え
て
み
た
い
方
、
外

国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
や
そ

の
家
族
の
支
援
に
興
味
が
あ
る
方

ほ
か
定
30
人
申
2
月
12
日
㊎
ま
で

に
問
に
連
絡
問
に
ほ
ん
ご
豊
岡
あ

い
う
え
お
☎
20
–
4
0
3
7
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（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

ひ
き
こ
も
り
を
支
援
す
る
講
演
会

日
2
月
28
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
豊
岡
稽
古
堂
3
階
内
講
演

「
ひ
き
こ
も
り
の
現
状
と
支
援
の

あ
り
方
」兵
庫
ひ
き
こ
も
り
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
長
・
県
立
神
出
学

園
学
園
長
・
小
林
剛
さ
ん
▽
報
告

（
豊
岡
市
・
ド
ー
ナ
ツ
の
会
）▽

意
見
交
換
▽
個
別
相
談（
事
前
申

込
み
必
要
）申
問
ド
ー
ナ
ツ
の
会

兵
庫
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
但
馬
地
域
ブ
ラ
ン
チ
☎
26

1
1
0
1

豊
岡
市
民
ス
キ
ー
教
室
・

Ｓ
Ａ
Ｊ
公
認
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト

日
2
月
20
日
㊏
午
前
8
時
20
分

（
じ
ば
さ
んT

A
JIM

A

集
合
）〜

21
日
㊐
午
後
5
時
所
万
場
ス
キ
ー

場
内
①
検
定
コ
ー
ス
：
事
前
講
習
、

実
技
テ
ス
ト
②
一
般
コ
ー
ス
：
ス

キ
ー
教
室
定
20
人
￥
①
4
千
円
②

3
千
円
※
検
定
料
、リ
フ
ト
券
、ス

キ
ー
レ
ン
タ
ル
料
は
別
途
必
要
申
2

月
10
日
㊌
ま
で
に
ア
ク
テ
ィ
、全

但
ス
ポ
ー
ツ
、オ
カ
ダ
ス
ポ
ー
ツ
、

マ
ル
マ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
に
あ
る
申
込

用
紙
を
提
出
他
雪
不
足
に
よ
る
中

止
決
定
は
2
月
17
日
㊌
ご
ろ
問
豊

岡
ス
キ
ー
協
会
・
今
井
さ
ん
☎

0
8
0

1
5
0
3

7
7
0
9

法
務
大
臣
感
謝
状

　
人
権
擁
護
に
対
す
る
長
年
に
わ

た
る
活
躍
と
功
績

▽
故
國こ
く

眼が
ん　

寛（
日
高
町
府
市
場
）

第
46
回
兵
庫
県
連
合
自
治
会

大
会

■
兵
庫
県
自
治
賞

▽
寺
尾
利
夫（
船
谷
）

■
兵
庫
県
連
合
自
治
会
会
長
表
彰

▽
眞ま

住ず
み

京
助（
大
開
東
）

▽
細
川　

明（
高
雄
）

▽
青
田
敏
男（
森
）

▽
佐
竹
節
夫（
下
宮
）

▽
岸
田　

敏さ
と
し（
中
陰
）

▽
六
浦
清
文（
南
中
）

▽
中
家
敏
行（
楽
々
浦
）

▽
洞ほ
ら

田だ

直
博（
芦
谷
）

▽
濱
上
吉
德（
東
町
）

▽
中
村
義
憲（
八
代
）

▽
西
村　

勲（
久
斗
）

▽
瀬
崎　

彊つ
と
む（
久
田
谷
）

▽
井
上　

薫〔
山
本（
日
高
町
）〕

▽
小こ

谷だ
に

俊
英（
篠
垣
）

▽
吉
田　

強（
田
ノ
口
）

▽
中
島　

覚（
石
井
）

▽
佐
藤　

均（
水
口
）

▽
京
川
修
三（
木
村
）

豊
岡
市
感
謝
状

（
自
治
の
振
興
に
貢
献
）

▽
齋
賀
英
洋（
岩
熊
）

▽
野
竿　

豊（
江
本
）

▽
西
田
正
紀（
国
府
テ
ラ
ス
）

▽
清
水
一
弘（
河
江
）

▽
原　

啓
一（
万
劫
）

▽
徳
網
武
男（
奥
山
）

文
部
科
学
大
臣
表
彰

■
学
校
保
健
及
び
学
校
安
全
表
彰

▽
藤
原
悦
二（
出
石
町
松
枝
）

学
校
保
健
功
労
者
表
彰

■
知
事
表
彰

▽
小
笠
原
健
次
郎（
但
東
町
出
合
）

人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞

■
知
事
賞
ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門

○
小
谷
区（
代
表
　
宮
嶋
幸
広
）

■
奨
励
賞
ま
ち
な
み
建
築
部
門

○
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

▽
豊
岡
市（
事
業
主
）

▽
㈱O

PU
S

（
施
工
者
）

▽
㈲
ミ
カ
サ
建
設（
施
工
者
）

少
年
剣
道
教
育
奨
励
賞

▽
森
本
剣
友
会

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功

労
者
表
彰

▽
石
野
勝
己（
出
石
町
東
條
）

第
36
回
近
畿
小
学
生
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
兵
庫
県
予
選

（
平
成
27
年
11
月
8
日
、
三
田
市
）

■
優
勝

▽
兵
庫
北
斗
ク
ラ
ブ（
日
高
）

第
36
回
近
畿
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

（
平
成
27
年
12
月
23
日
、
尼
崎
市
）

■
第
3
位

▽
兵
庫
北
斗
ク
ラ
ブ

第
13
回
全
国
交
流
大
会
兵
庫

県
予
選

（
平
成
27
年
11
月
29
日
、
姫
路
市
）

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

■
優
勝

▽
兵
庫
北
斗
ク
ラ
ブ

　
川
西
市
で
行
わ
れ
る
第
13
回
全

国
交
流
大
会
近
畿
予
選
に
出
場
し

ま
す
。

近
畿
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会

■
会
長
表
彰

▽
小
山
六
良
兵
衛（
福
成
寺
）
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酒
害
教
室

日
内
①
2
月
2
日
㊋
午
後
3
時
30

分
〜
4
時
30
分「
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
と
は
?
」医
師
・
三
宅
康
裕

さ
ん
②
2
月
12
日
㊎
午
後
3
時
30

分
〜
4
時
30
分「
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
の
治
療
と
回
復
」医
師
・
川

島
啓
嗣
さ
ん
③
2
月
22
日
㊊
午
後

3
時
30
分
〜
4
時
30
分「
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
者
の
心
理
と
家
族
の

問
題
」臨
床
心
理
士
・
田
口
久
芳

さ
ん
④
2
月
29
日
㊊
午
後
3
時
30

分
〜
5
時『「
断
酒
会
・A

A

会
員
」

を
囲
ん
で
』医
師
・
吉
岡
隆
一
さ

ん
所
豊
岡
病
院
精
神
科
多
目
的
室

対
お
酒
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方

ま
た
は
そ
の
家
族
申
問
公
立
豊
岡

病
院
組
合
立
豊
岡
病
院
精
神
科
☎

22

6
1
1
1相

談

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る

認
知
症
相
談

日
3
月
2
日
㊌
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
城
崎
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
認
知
症
・
介
護
に
関
す
る
相
談

な
ど
◆
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
＝
医

師
・
中
治
隆
宏
さ
ん
申
2
月
26
日

㊎
ま
で
に
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
を
問
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

問
高
年
介
護
課
☎
29

0
0
5
5 

Ｆ
29

3
1
4
4

行
政
書
士
に
よ
る

遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会

日
2
月
20
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
じ
ば
さ
んT

A
JIM

A

（
大

磯
町
）内
遺
言
・
相
続
の
相
談
申

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

☎
0
7
9

6
6
2

6
5
6
9

司
法
書
士
に
よ
る

市
民
生
活
無
料
相
談
会

日
2
月
20
日
㊏
午
後
1
時
〜
8
時

※
予
約
制
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
市

民
活
動
室
A
内
相
続
・
登
記
・
多

重
債
務
・
消
費
者
・
成
年
後
見
な

ど
の
相
談
申
問
兵
庫
県
司
法
書
士

会
但
馬
支
部
☎
23

8
0
1
1

そ
の
他

「
城
崎
温
泉
外
湯
」

営
業
時
間
の
変
更

　

2
月
1
日
㊊
〜
3
月
31
日
㊍
ま

で
営
業
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

施
設
名

変
更
後

地
蔵
湯

午
後
３
時
〜
11
時

さ
と
の
湯
午
前
７
時
〜
午
後
11
時

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご

不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

もったいない川柳応募作品紹介（氏名またはペンネーム･敬称略）
れ
放
題 

（
城
嶽
ち
か
子
）

か
っ
こ
よ
く
言
え
ば
エ
コ
か
な

貧
乏
も 

（
喃
亭
八
太
）

日
曜
は
余
っ
た
品
で
メ
ニ
ュ
ー

決
め 

（
ザ
・
落
花
生
）

コ
ピ
ー
用
紙
裏
表
使
っ
て
シ
ュ

レ
ッ
ダ
ー 

（
匿
名
）

エ
コ
エ
コ
と
う
ち
の
家
で
は
も

っ
た
い
な
い 

（
匿
名
）

家
訓
は
先
祖
代
々
も
っ
た
い
な

い 
 （

ゆ
う
ゆ
う
）

ゴ
ミ
減
ら
す
使
え
る
も
の
は
リ

サ
イ
ク
ル 

（
古
賀
由
美
子
）

食
べ
残
し
明
日
に
な
れ
ば
別
メ

ニ
ュ
ー 

（
後
藤
順
）

お
下
が
り
を
息
子
に
着
さ
せ
最

後
犬 

（
知
恵
袋
）

節
電
が
安
全
安
心
原
発
止
め
る

 

（
小
山
時
雄
）

も
っ
た
い
な
い
し
ま
っ
た
ま
ま

が
勿
体
な
い 

（
カ
ズ
）

買
い
過
ぎ
た
キ
ュ
ウ
リ
の
涙
か

ド
ロ
ド
ロ
に 

（
ル
ー
ク
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

買
い
す
ぎ
ず
ゴ
ミ
を
減
ら
し
て

エ
コ
ラ
イ
フ 

（
藤
原
夏
美
）

風
呂
栓
を
抜
い
て
し
ま
っ
た
ど

う
し
よ
う （
い
ち
か
み
い
ち
ご
）

「
も
っ
た
い
な
い
」感
謝
を
し
ろ

と
警
告
だ 

（
匿
名
）

ば
ん
ご
は
ん
も
っ
た
い
な
い
か

ら
の
こ
さ
な
い 

（
矢
熊
大
樹
）

◆
一
般
の
部

特
価
品
三
度
迷
っ
て
元
の
棚　

 

　
（
梶
政
幸
）

古
切
手
捨
て
ず
に
あ
つ
め
人
助

け 

（
数
森
ち
え
の
）

一
円
も
も
っ
た
い
な
い
が
百
円

に 

（
数
森
好
章
）

目
標
は
禁
煙
で
な
く
も
っ
た
い

な
い 

（
門
脇
か
ず
お
）

使
い
捨
て
十
分
使
い
そ
し
て
捨

て 

（
金
子
秀
重
）

脱
メ
タ
ボ
悔
し
さ
残
る
バ
イ
キ

ン
グ 

（
昌
太
郎
）

風
呂
の
湯
は
膝
し
か
な
く
て
風

邪
を
ひ
く 

（
亀
井
千
代
蔵
）

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
口
癖
が
今
ス
ロ

ー
ガ
ン （
金
砂
郷
の
鴨
ち
ゃ
ん
）

手
に
取
り
て
懐
か
し
き
も
の
ば

か
り
な
り 

（
川
口
眞
生
）

も
っ
た
い
な
い
排
水
口
に
溜
ま

っ
た
毛 

（
あ
ま
て
ら
す
）

も
っ
た
い
な
い
買
い
物
袋
ゴ
ミ

入
れ
に 

（
川
見
光
江
）

一
分
間
シ
ャ
ワ
ー
節
約
塵
積
も

る 
（
泰
平
楽
）

エ
コ
ラ
イ
フ
も
っ
た
い
な
い
が

そ
の
背
骨 

（
岸
野
孝
彦
）

ゴ
ミ
袋
上
ま
だ
空
い
て
る
捨
て

ち
ゃ
駄
目 

（
四
季
）

も
っ
た
い
な
い
酒
の
飲
み
過
ぎ

飯
余
る 

（
城
嶽
竹
弘
）

も
っ
た
い
な
い
瑞
穂
の
国
は
荒
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健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
0
1
2
0

9
7
9

4
5
1

通
話
料
無
料

問
兵
庫
県
保
険
医
協
会
☎
0
7
8

3
9
3

1
8
0
3

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
城
崎
温
泉
課
☎
32

0
1
1
7

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

（
指
名
願
い
）

豊
岡
市

申
2
月
1
日
㊊
〜
29
日
㊊
に
総
務

課
行
政
係
ま
た
は
各
振
興
局
地
域

振
興
課
窓
口
に
あ
る
申
請
書（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）を
問

に
持
参
ま
た
は
郵
送（
必
着
）問
総

務
課
☎
23

1
1
1
6

北
但
行
政
事
務
組
合

申
2
月
10
日
㊌
〜
3
月
10
日
㊍
に

北
但
行
政
事
務
組
合
窓
口
に
あ
る

申
請
書（
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
）を
問
に
持
参
ま
た
は
郵
送

（
必
着
）問
北
但
行
政
事
務
組
合
☎

24

5
5
0
4【
共
通
事
項
】内
平

成
28
・
29
年
度
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
対
建
設
工
事
、
測
量
・
建

設
等
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
物

品
製
造
等
の
入
札
に
参
加
を
希
望

す
る
業
者
、
ま
た
は
物
品
納
入
お

よ
び
役
務
の
提
供
等
の
取
引
を
希

望
す
る
業
者（
個
人
事
業
主
を
含

む
）他
こ
れ
ま
で
登
録
さ
れ
て
い

た
業
者
で
も
、
今
回
新
た
に
申
請

の
な
い
場
合
は
、
平
成
28
年
4
月

以
降
の
入
札
・
見
積
り
に
は
参
加

で
き
ま
せ
ん
。

神
鍋
高
原
観
光
施
設

使
用
申
込
受
付

一
斉
受
付

日
3
月
2
日
㊌
〜
4
日
㊎
所
日
高

振
興
局
地
域
振
興
課

一
斉
受
付
に
係
る
調
整
・
抽
選
会

日
3
月
7
日
㊊
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
所
日
高
庁
舎
2
階
第
1
会
議

室随
時
受
付

日
3
月
7
日
㊊
午
後
1
時
〜
所
日

高
振
興
局
地
域
振
興
課
他
空
き
の

あ
る
も
の
に
限
る【
共
通
事
項
】内

次
の
施
設
の
4
月
1
日
か
ら
6
月

30
日
ま
で
の
使
用
申
込
み
を
受
け
付

け
◆
対
象
施
設
＝
神
鍋
高
原
体
育

館
、神
鍋
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
、神
鍋

高
原
野
外
ス
テ
ー
ジ
問
日
高
振
興

局
地
域
振
興
課
☎
42

1
1
1
1

手
当
を
振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉

手
当
、
福
祉
手
当（
経
過
措
置
に

よ
る
も
の
）

内
11
・
12
・
1
月
分
手
当
◆
振
込

日
＝
2
月
10
日
㊌
※
手
当
を
受
け

て
い
る
方
が
施
設
等
に
入
所
、
病

院
に
入
院（
3
カ
月
を
超
え
る
）、

ま
た
は
死
亡
し
た
場
合
は
、
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

重
度
心
身
障
害
者（
児
）介
護
手
当

内
10
・
11
・
12
月
分
手
当
◆
振
込

日
＝
2
月
25
日
㊍
※
介
護
を
受
け

て
い
る
方
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
、

施
設
等
に
入
所
、
病
院
に
入
院

（
3
カ
月
を
超
え
る
）、
死
亡
し
た

場
合
、
ま
た
は
介
護
者
が
代
わ
っ

た
場
合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
共
通
事
項
】問
社
会
福
祉
課
☎
24

7
0
3
3

小
・
中
学
校
入
学
通
知
書
を

お
届
け
し
ま
す

　

4
月
に
小
・
中
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
、
1
月
末
に「
入
学
通
知
書
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

通
知
書
が
届
か
な
い
方
、
事
情

に
よ
り
指
定
校
以
外
の
学
校
へ
の

入
学
を
希
望
す
る
方
は
、
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
教
育
課
☎
23
1
4
5
1

人
権
擁
護
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

1
月
1
日
付
で
引
き
続
き
、
向

井
悦
子
さ
ん（
城
崎
地
域
）が
、
新

た
に
、
菅
村
規
子
さ
ん（
日
高
地

域
）が
人
権
擁
護
委
員
に
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
3
年
で
、
他
の
15
人
の

委
員
と
共
に
、
皆
さ
ん
の
人
権
問

題（
差
別
、
嫌
が
ら
せ
、
い
じ
め
、

体
罰
な
ど
）の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
☎
23

0
3
4
1

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

所
公
立
豊
岡
病
院
他
1
歳
以
上
の

小
児
で
、
緊
急
性
の
な
い
自
己
都

合
な
ど
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

時
間
外
診
察
料
金
3
2
4
0
円
の

負
担
あ
り
問
公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22

6
1
1
1

２月のテーマ
曜日 内　　容
月 自然分娩と帝王切開

火 歯と歯の間の清掃～デンタルフ
ロスと歯間ブラシ

水 保険でできる形成外科
木 太

ふと
腿
もも

の付け根の鼠
そ
径
けい

ヘルニア
金～日 全身に効く貼り薬
※11日㊍㊗は水曜日のテーマを放送
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月日 担当医師・
住所

2
月

14
日

中沢　洋
（出石町本町）

21
日

赤松　亮
（九日市下町）

※診療時間は、午前９
時～午後５時

 ２月の納税
①固定資産税　第４期
②国民健康保険税（普通徴収）　第８期
納期限　２月29日（月）
納税は便利な口座振替を利用して
ください
問税務課☎23-1118または各振興

局市民福祉課

｢消防サイレン｣を廃止します
　消防救急無線のデジタル化に伴い、アナログ方
式で運用してきました消防サイレンは、２月29日
㊊で廃止します。
　時報を含め、市では消防サイレ
ンは鳴らしません。火災情報は、
引き続き、防災行政無線（屋内・
屋外）でお知らせします。
　市民の皆さんのご理解とご協力
をお願いします。
問防災課☎23-1111



母と子の健康

保健師　定期駐在日
（時間８：30～17：15）

城崎振興局 毎週
火曜日竹野振興局

日高振興局
毎週
木曜日出石振興局

但東振興局

保健師による健康相
談を行います。
乳幼児から高齢者まで
誰でも、気軽に相談
してください。
※相談は、事前に連
絡してください。

※日高・出石地域の
乳幼児に関する相
談は、乳幼児健康
相談日を利用して
ください。

3

健康
増進課
☎24-1127

４か月児健康診査 ※対象となる生年月日を
　確認してください。　　

地域 日 曜日 受付時間 対　象
豊岡
城崎
竹野

４
金 13：00～14：00

平成27年10月
13～31日生

18 平成27年11月
１～18日生

日高 ２ 水 13：00～13：30 平成27年10月４日～11月２日生
出石
但東 15 火 13：00～13：15 平成27年10月17日～11月15日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・健康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳食相談

７か月児健康診査 ※対象となる生年月日を
　確認してください。　　

地域 日 曜日 受付時間 対　象
豊岡
城崎
竹野

14 月 13：00～14：00 平成27年７月16日～８月７日生

日高 ２ 水 13：15～13：45 平成27年７月４日～８月２日生
出石
但東 15 火 13：15～13：30 平成27年７月17日～８月15日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・ハンカチ・健康診

査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳食相談・歯

科相談・ブックスタート（絵本の読み聞かせ）

1歳6か月児健康診査 
※対象となる生年月日を
　確認してください。　

地域 日 曜日 受付時間 対　象

豊岡
城崎
竹野

８ 火 13：00～14：00 平成26年８月11～31日生

日高 ９ 水 12：45～13：15 平成26年７・８月生
◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・コップ・バスタ

オル・健康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・育児

相談・歯科相談・フッ素塗布（希望者
500円）など

プレママ相談　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容
全域 ４、18 金 9：00～11：00 妊娠届を提出する方 母子手帳交付・保健師・栄養士・歯科衛

生士の相談・妊婦健診助成の手続きなど
◇持ち物　妊娠届出書・印鑑・妊婦健診領収書・振込先口座の分かるもの
※日程に都合のつかない方は、健康増進課に問い合わせてください。

１才のすくすく広場　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容
全域 17 木 13：00～13：15 平成27年２月生 幼児食の話・試食・歯みがきの話・栄

養相談（希望者）・歯科相談（希望者）
◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・質問票　◇健康・環境ポイント　100ポイント

乳幼児健康相談 ※城崎・竹野・但東地域の方は、保健師定期駐在日も利用してください。
日 曜日 受付時間 対象 会　場 内　容
９ 水 10：00～11：00 乳幼児 出石健康福祉センター 身長・体重測定、保健師や栄養士による相談11 金 日高健康福祉センター
◇持ち物　母子手帳・バスタオル

にこにこ教室（２歳児育児教室）
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容
豊岡
城崎
竹野

24 木 13：00～13：30 平成25年11月22日～12月31日生
身体計測・歯科診察・フッ素
塗布（希望者500円）・歯科相
談・育児相談など

◇持ち物　母子手帳・タオル・歯ブラシ・相談票　◇健康・環境ポイント　100ポイント

3歳児健康診査 ※個別に通知します。
地域 日 曜日 受付時間 対　象
豊岡
城崎
竹野

１
火 13：00～13：40

平成24年11月27日
～12月14日生

22 平成24年12月15
～31日生

出石
但東 ２ 水 13：00～13：30 平成24年11月１日～12月31日生
◇持ち物　母子手帳・視聴覚アンケート・尿・健康診

査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・尿検査・

育児相談・歯科相談・栄養相談など

※会場が記載されていない保健行事は、下記の各地域のセンターで開催します。
なお、別の会場で受診を希望する場合は､事前に健康増進課に連絡してください。
教室等 地域 豊  岡 城  崎 竹  野 日  高 出  石 但  東
教　室 にこにこ教室（２歳児）

豊岡市保健センター
（立野町12－12）

日高健康福祉
センター

（日高町祢布
891－2）

出石健康福祉
センター

（出石町福住
1302）

乳幼児
健　康
診　査

4 か 月 児 健 康 診 査
7 か 月 児 健 康 診 査
1歳６か月児健康診査
3 歳 児 健 康 診 査

月の保健行事
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献　　血
地域 日 曜日 受付時間 会　場

豊岡 15 火
10：00～11：45

コープデイズ豊岡
13：00～16：00

竹野 10 木
９：00～11：30 竹野南地区公民館
13：30～15：30 竹野庁舎

出石 22 火
９：00～11：30 但馬ＴＳＫ（株）
13：30～15：30（株）田中屋食品

但東 23 水 10：00～11：45 但東庁舎
13：00～15：30

「歩いて暮らすまちづくり」標語　優秀作品⑦

健康と　長寿の秘訣は　｢歩くこと｣コーちゃん

相　　談
名　　称 曜　日 相談時間 電　　話

もしもし電話健康相談 月～金 9：00～17：00 22-7700
但馬地域 小児救急医療電話相談 毎日 19：00～22：00 22-9

きゅうきゅうはは

988

兵庫県 小児救急医療電話相談
平日・土 18：00～24：00 ・プッシュ回線、携帯　♯

シャープハッセン

8000
・ダイヤル回線、IP電話  078-731-8

ははきゅうきゅう

899日・祝日 9：00～24：00

休日急病診療所 （立野町12-12）

診　療　日 受付時間 診療科目 電　話
６（日）、13日（日）、20日（日・
祝）、21日（月・休）、27日（日）

9：00～11：30
13：00～16：30 内科・小児科 23-9219

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
相
談
室

　「
気
持
ち
が
落
ち
込
む
」「
対
人
関
係
で

悩
ん
で
い
る
」「
家
族
が
し
ん
ど
そ
う
だ

が
、ど
う
接
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
」

な
ど
、こ
こ
ろ
の
悩
み
を
市
の
臨
床
心
理
士

や
保
健
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
2
月
19
日（
金
）午
後
1
時
〜

4
時
30
分（
1
人
1
時
間
程
度
）

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

　
気
分
が
落
ち
込
む
、
何
を
や
っ
て
も
楽

し
く
な
い
、
疲
れ
や
す
い
、
眠
れ
な
い
な

ど
の
状
態
が
長
く
続
く
と
き
は
、
う
つ
病

の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
う
つ
病
は

早
め
に
対
処
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
認
知
症
や
こ
こ
ろ
の
病
気
な
ど
の
相

談
に
も
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
3
月
10
日（
木
）午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分（
1
人
45
分
程
度
）

▼
担
当
医
師
　
精
神
科
医
師
　
高
石
俊し
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん

共
通
事
項

▼
対
象
　
本
人
や
家
族
な
ど

▼
場
所
　
立
野
庁
舎

※
事
前
申
込
み
必
要

※
個
人
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
健
康
増
進
課

　
☎
24
–
1
1
2
7 相

談

　市では、市民の健康づくり活動を応援するた
め、｢健康をすすめる地区活動｣の中で健康講座
のできる講師リストを作成し、市民に広く周知
します。
　そこで、１時間程度の、運動や栄養、こころ
の健康づくりの講話をしていただける方を募集
します。

◆対　象　運動や栄養、こころ（認知症やうつ予
防）の健康づくりの講話や指導がで
き、氏名や講話内容を公表できる方

◆内　容　区などからの依頼を受け、｢健康を
すすめる地区活動｣に出務する。

◆申込み　３月15日（火）までに電話で登録申込
み。健康増進課から登録用紙を送付
します。

《申込み・問合せ》健康増進課☎24-1127

　簡単な体力測定と体組織を測定するボディー
スキャンで体のチェック。筋肉率や体脂肪率、
骨量等の全９項目を、左右の手足別に詳しく測
定でき｢自分に適した運動｣のアドバイスが受け
られます。

◆日　　程　２月７日（日）、３月６日（日）
◆受付時間　午前10時～午後７時
　　　　　　※事前申込み必要
◆場　　所　ウェルストーク豊岡
◆対　　象　20歳以上の市民
◆定　　員　各50人（先着順）
◆内　　容　簡単な体力測定、体組成測定（ボ

ディースキャン）、運動相談（個人
に適した運動メニューの提案）

《申込み・問合せ》ウェルストーク豊岡
　　　　　　　　　☎24-0582

体力測定・運動相談 市民向け健康講座の講師登録者を募集
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2月の行事予定2月の行事予定 乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳　児 6歳～
中中学生　　高高校生　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
１ 月 出石分館特別図書整理日（～３日）
２ 火 休館日

３ 水 10：30 竹野 にじっこ絵本（竹野子育てセンター）　乳 幼

11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳

４ 木 11：00 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼

５ 金

６ 土
10：30 竹野 テーマであそぼ｢いろいろなOni｣（工作：風船おに）　幼 児

10：30 但東 おはなしのもり・子ども工作（工作：フォトフレーム）　幼 児

７ 日
８ 月 本館特別図書整理日（～17日）
９ 火 休館日
10 水
11 木 休館日
12 金 10：30 但東 えほんはともだち（但東子育てセンター）　乳 幼

13 土 10：30 城崎 おはなしランド（工作：へんしんカード）　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14 日
15 月
16 火 休館日

17 水 ９：40 豊岡 おはなしのゆりかご（子育て総合センター　子育て学習室）　乳

18 木 10：30 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳 幼
19 金

20 土 13：30 本館 としょかん映画会｢ナイト＆デイ｣（2010年・110分）　般

21 日 13：30 本館 としょかん映画会｢ナイト＆デイ｣（2010年・110分）　般

22 月 但東分館特別図書整理日（～24日）
23 火 休館日
24 水 14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

25 木 10：30 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼
10：30 出石 えほんのとびら　乳 幼

26 金

27 土

10：10 本館 読み聞かせ勉強会　般

10：30 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00 本館 おはなし会　幼 児

28 日 14：00 出石 としょかん・くらぶ　児

29 月 休館日（図書整理日）

レッツゴー図書館
本館　☎23-6151
（京町５-28）
城崎　☎21-9072
（城崎庁舎２階）
竹野　☎21-9078
（竹野庁舎３階）
日高　☎21-9060
（日高庁舎１階）
出石　☎21-9010
（出石庁舎１階）
但東　☎21-9036
（但東市民センター１階）

■図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
　http://lib.city.toyooka.lg.jp　　　メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp
■開館時間　午前10時～午後６時　※本館（金・土）午前10時～午後７時

 
　蔵書点検と書架整理を行うた
め、次のとおり休館します。期
間中の図書返却は、ブックポス
トまたは整理期間外の図書館を
利用してください。
出石分館　２月１日（月）～３日（水）
本館　　　２月８日（月）～17日（水）
但東分館　２月22日（月）～24日（水）
※城崎・竹野分館は終了しました。

《問合せ》 図書館本館☎23-6151

　就職活動中の方々を応援する
ため、｢就活コーナー｣を設けてい
ます。
　さまざまな職業に関する本、
就職試験に役立つ本の他、ハロ
ーワーク豊岡からの最新の求人
情報も置いています。ぜひ、利
用してください。

《問合せ》 図書館本館☎23-6151

特別図書整理による休館

本館　就活コーナー

【図書・雑誌を20点まで貸し出します】
　本館の特別図書整理［２月８日（月）～17日（水）］による休館に伴い、
分館を含む全館で図書・雑誌を20点まで貸し出します（うち、CDは10
点まで）。
　期間　１月25日（月）～２月７日（日）
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子育てセンターでは、子育て中の保護者を応援するためのいろいろな活動をしています。
下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。
※持ち物のないものは申込時に確認してください。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石庁舎1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館城崎子育てセンター　☎32-4666

（城崎庁舎2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高庁舎3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

日　時 25日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、親子ふれあい遊び、エプロンシアターほか

日　時 17日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 雪遊び　※積雪のない場合はセンターで遊ぶ
準備物 防寒服、帽子、手袋、長靴、タオルなど

パパと遊ぼうＤＡＹ！

おでかけ広場　日高地区公民館

おたのしみ広場

おでかけ広場　資母地区公民館

そとあそび広場　但東子育てセンター　外庭

日　時 ３月11日（金）午後１時30分～３時30分
申込開始 25日（木）
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　15組
内　容 牛乳パックでパチパチうさちゃん作り♪

日　時 29日（月）午前９時30分～11時30分
対　象 ３～６歳ぐらいまでの幼児と保護者
内　容 遊び、交流、読み聞かせ、本の貸出＆返却、計測、相談
スタッフ 保健師、看護師（助産師）、歯科衛生士、保育士、図書館司書、図書館児童ボランティア

日　時 ３月３日（木）午後１時30分～３時30分
申込開始 15日（月）
対　象 子育て中の保護者　20人（一時保育15人）
内　容 卒乳と断乳、お母さんと子どもの食事、食育Ｑ＆Ａ
講　師 助産師　井垣享子さん

日　時 10日（水）午前10時30分～11時30分
申込期限 ９日（火）
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　15組
内　容 用具を使った親子体操、ダンス、ストレッチ
講　師 日本３Ｂ体操協会　谷田弘子さん、永尾恵子さん

日　時 26日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 ３歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 歯科衛生士のミニ講話、計測、ふれあい遊び、子育て相談

日　時 12日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 いろいろコーナー遊び、ダンボールの自動車

お母さんの手作り講座Ⅲ　子育て学習室

なかよしグングン広場　豊岡市民プラザ ほっとステージ

食育講座Ⅴ　母乳の話　豊岡市民プラザ　練習室

３Ｂ体操　城崎庁舎 1階　集会室

なかよし広場

おでかけ広場　城崎地区公民館　多目的ホール

パパと遊ぼうデー

おでかけ広場　竹野南地区公民館

日　時 17日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 おおむね２歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のはなし「子どもの成長、発達について」、親子交流、計測、相談

日　時 24日（水）午前10時30分～11時30分
申込開始 10日（水）
対　象 幼児と保護者　12組
内　容 運動遊び指導員による親子運動遊び

日　時 10日（水）午前10時30分～11時30分
申込期限 ５日（金）
対　象 乳幼児と保護者　15組
内　容 食育に関するお話、食育エプロンシアターほか
講　師 健康増進課　栄養士

つどいの広場/2月
←最新情報は
　こちらから

日　時 17日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 自由遊び、読み聞かせ、計測、子育て相談、本の貸出・返却
スタッフ 保健師、看護師（助産師）、保育士、図書館司書、図書館児童ボランティア

日　時 19日（金）午後１時30分～２時45分
申込開始 10日（水）
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　20組
内　容 運動遊び指導員による親子運動遊び

日　時 21日（日）午前10時～11時
対　象 乳幼児とお父さん（お母さんの参加大歓迎）
内　容 ふれあい遊び、新聞紙＆ダンボール遊び、パネルシアターほか

日　時 13日（土）午前10時～11時30分 申込開始 ４日（木）
対　象 子育て中の保護者約25人（一時保育15人）
テーマ 解決！こどもの病気
講　師 公立豊岡病院小児科　山田博之医師

日　時 ３月６日（日）午前10時～正午 申込開始 19日（金）
対　象 子育て中のお父さん15人（一時保育15人）
内　容 幼児期のこどものかかわりと脳の発達について
進　行 子育て総合センター　所長　永田由紀

日　時 26日（金）午後１時30分～３時30分
申込開始 15日（月）
対　象 子育て中の保護者　20人（一時保育15人）　
内　容 子育て　パパの出番はママ次第
進　行 子育て総合センター所長　永田由紀（臨床発達心理士）

なかよし広場　子育て学習室

こどもの救急セミナーⅡ　豊岡市民プラザ　練習室

パパの子育ち＆親育ち講座　豊岡市民プラザ　練習室

おやこっこ運動遊び　子育て学習室

パパと遊ぼうデー　子育て学習室

2月の子育ち＆親育ち講座　豊岡市民プラザ　練習室

なかよし広場

親子運動遊び

おでかけ広場　合橋地区公民館

日　時 ７日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び

日　時 ８日（月）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手作りおもちゃの制作、ミニシアター、体操ほか

日　時 24日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、ミニシアター、体操ほか

日　時 ２日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 豆まきをしてセンターや自分の中にいる悪い鬼を退治する

日　時 20日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と家族（パパ大歓迎です）
内　容 新聞あそびアラカルト

日　時 24日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 お絵かき歌、親子のふれあいゲーム

日　時 23日（火）午前10時～正午
対　象 乳幼児と保護者
内　容 グループ発表をする人、見る人みんなが主役で参加します

豆まきをして鬼退治！！

楽しい発表会

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野町和田）月曜日休館
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平成27年12月31日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

FEBRUARY
内　　容 日・曜日 時　　間 場　　所 問　合　せ 電　　話

人 権 相 談
 1 日（月）

13：30～16：00

竹野庁舎

生涯学習課 23－0341 3 日（水） 城崎庁舎
出石ふれあいセンター

10日（水） 豊岡健康福祉センター（城南町）

行 政 相 談

 1 日（月）
13：30～15：30

竹野庁舎

秘書広報課 23－1114
10日（水） 日高農村環境改善センター
11日（木） 出石庁舎
13日（土）10：00～11：30 豊岡健康福祉センター（城南町）
18日（木）13：30～15：30 但東健康福祉センター

身 体 障 害 者 相 談  3 日（水）17日（水）13：00～16：00

豊岡健康福祉センター（城南町）

社会福祉課 24－7033

身 体 障 害 者
（視覚障害者）相談 26日（金）13：00～16：00
身 体 障 害 者
（聴覚障害者）相談 24日（水）13：00～16：00
知 的 障 害 者 相 談  9 日（火） 9：00～11：00 立野庁舎

精神保健福祉相談
 4 日（木）

9：00～11：00
城崎庁舎

18日（木） 立野庁舎
25日（木） 出石庁舎

心 配 ご と 相 談

毎週月～金
（法律相談日を除く） 13：00～16：00 豊岡健康福祉センター（城南町）豊

岡

市

社

会

福

祉

協

議

会

本所・豊岡地区センター 24－7311

 4 日（木）
18日（木）

13：30～16：00

城崎健康福祉センター 城崎地区センター 32－4503
出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024
但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181

10日（水）
25日（木） 日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100
17日（水） 竹野老人福祉センター 竹野地区センター 47－1423

結 婚 相 談

 3 日（水）
17日（水）13：30～16：00 出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024
 4 日（木） 但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181
 5 日（金）
19日（金）13：00～16：00 豊岡健康福祉センター（城南町） 本所・豊岡地区センター 23－2573
10日（水）
25日（木）13：30～16：00

日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100
12日（金） 竹野老人福祉センター 竹野地区センター 47－1423
25日（木） 城崎健康福祉センター 城崎地区センター 32－4503

法 律 相 談
（予約受付1/27（木）、8：30～）
（先着8人・電話予約のみ）

 2 日（火）13：00～16：00 豊岡健康福祉センター(城南町) 本所・豊岡地区センター 23－2573

不 登 校 相 談
毎週月～金 9：00～17：00 豊岡健康福祉センター(城南町) こども支援センター 24－8303発達にかかわる相談

子 育 て 家 庭 相 談
農 家 相 談  5 日（金）13：30～16：00 市役所農業委員会 農業委員会事務局 21－9021
職 業 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 ハローワーク豊岡 ハローワーク豊岡 23－3101
Uターン就職相談 毎週月～金 8：30～17：15 市役所エコバレー推進課 ジョブ・サポ豊岡（無料職業紹介所） 21－9008
も の づ く り 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 ものづくり支援センター 21－9024
事業所対象金融相談 毎週月～金 9：00～17：00 兵庫県信用保証協会但馬支所 金融相談窓口 22－5171
若 者 の 就 労 支 援 毎週月～金 10：00～16：00 若者サポートステーション豊岡 若者サポートステーション豊岡 34－6333
消 費 生 活 相 談 毎週月～金 9：00～16：00 市役所生活環境課 くらしの相談室 21－9001
外 国 人 生 活 相 談
Advisory Service 毎週月～金 9：00～16：00 市役所秘書広報課 秘書広報課 23－1114

エイズ・肝炎検査 要
予
約

 9 日（火）
23日（火） 9：15～11：15 兵庫県豊岡総合庁舎豊岡健康福祉事務所

豊岡健康福祉事務所
健康管理課 26－3660

こころのケア相談 15日（月）13：30～16：30 兵庫県豊岡総合庁舎豊岡健康福祉事務所
豊岡健康福祉事務所
地域保健課 26－3672

※
毎
週
の
相
談
日
は
、祝
日
を
除
く

2月の主な相談

合　計 男　性 女　性 世帯数
84,828人（－52人） 40,738人（－27人） 44,090人（－25人） 32,914世帯（－4世帯）
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2月の主な行事
FEBRUARY

より詳しい情報は
こちらから

18（木）絵本の読み聞かせの会
（10：30～11：00　日高子育てセンター）

19（金）豊岡エキシビション2016〔14：00～20：30
大手門タワー・JXビル（東京都千代田区）〕

20（土）としょかん映画会
（13：30～　図書館本館、～21日）

パパと遊ぼうデー
（10：00～　子育て総合センター）

｢豊岡駅前小鳥店Ⅲ｣公演
（豊岡市民プラザ、～21日）

21（日）田んぼの学校
（９：30～　コウノトリ文化館周辺）

神鍋火山噴火口スノーシューウォーク
（９：30～12：00　道の駅｢神鍋高原｣受付）
とよおか地域づくり大会2016
（13：00～16：30　じばさんTAJIMA）

22（月）

23（火）

24（水）おでかけ広場
（10：30～11：30　竹野南地区公民館）

25（木）絵本の読み聞かせ
（10：30～11：00　城崎子育てセンター）

26（金）

27（土）

28（日）カバストマルシェ
（10：00～16：00　宵田町商店街）

第25回とよおか津居山港かにまつり
（８：30～14：00　津居山港小島岸壁）

29（月）なかよしグングン広場
（９：30～　豊岡市民プラザ）

ひ
と
り
ご
と

1（月）
2（火）豆まきをして鬼退治‼

（10：00～　竹野子育てセンター）

3（水）にじっこ絵本
（10：30～11：00　竹野子育てセンター）
市所蔵美術作品展（仮称）（Weぷらざステー
ションギャラリー、～17日）

4（木）
5（金）
6（土）但馬ドームソフトボールクリニック

（県立但馬ドーム、～７日）

7（日）パパと遊ぼうDAY！
（10：30～11：30　日高子育てセンター）
森のクラフト入門講座

（13：30 ～　コウノトリ文化館）

8（月）
9（火）
10（水）豊岡ノーマイカーデー（市内全域）
11（木）建国記念の日
12（金）えほんはともだち

（10：30～11：00　但東子育てセンター）

13（土）神鍋火山噴火口スノーシューウォーク
（９：30～12：00　道の駅｢神鍋高原｣受付）
出石地域こころをつなぐ市民集会

（13：30～　ひぼこホール）

14（日）一般公募　普通救命講習Ⅰ
（９：00～12：00　消防本部）

TAJIMADOMEフェスティバル2016～冬
物語～（県立但馬ドーム）

15（月）
16（火）
17（水）なかよし広場

（９：30～　子育て総合センター）

▼
暖
冬
で
す
。
12
月
に
チ
ラ
ッ
と
雪

が
降
り
、
大
急
ぎ
で
交
換
し
た
タ

イ
ヤ
が
活
躍
の
場
を
待
っ
て
い
ま
す
。

例
年
に
な
く
、
雪
の
な
い
豊
岡
。
こ

の
広
報
を
手
に
す
る
と
き
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？
玄
さ
ん
の

雪
乞
い
の
効
果
は
い
か
に
？ 

Ⓗ

市の鳥｢コウノトリ｣ 市の両生類｢オオサンショウウオ｣ 市の石｢玄武岩｣ 市の木｢やなぎ｣ 市の花｢チューリップ｣ 市の魚介｢カニ｣
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広
報
　と
よ
お
か

N
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本
市
で
は
、
新
規
就
農
者
や
農

業
後
継
者
が
就
農
に
必
要
な
農
業

生
産
技
術
と
経
営
管
理
能
力
を
習

得
で
き
る
よ
う
に「
豊
岡
農
業
ス

ク
ー
ル
」を
開
校
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
７
月
、
こ
の
ス
ク
ー
ル
に
、

女
性
で
初
め
て
手
を
挙
げ
た
の
が

谷
山
悦
子
さ
ん
。
ま
た「
畜
産（
但

馬
牛
繁
殖
）」を
希
望
し
た
初
め
て

の
研
修
生
で
す
。

　

も
と
も
と
畜
産
に
興
味
は
あ
っ

た
が
、
牛
に
触
れ
た
こ
と
も
な
い

普
通
の
主
婦
。
市
内
の
牧
場
で
働

き
な
が
ら
、
独
立
就
農
を
目
指
す

夫
の
姿
を
見
て
、
畜
産
の
世
界
に

飛
び
込
み
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
研
修
受
入
農
家
の

牧
場
で
畜
産
技
術
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
知
り
合
い
か
ら
牛
舎
を
借
り

受
け
て
、
３
頭
の
但
馬
牛
を
育
て

て
い
ま
す
。
春
に
は
、
手
塩
に
か

け
た
子
牛
の
初
出
荷
を
迎
え
ま
す
。

　

市
内
の
畜
産
農
家
戸
数
が
減
少

を
続
け
る
中
、
谷
山
さ
ん
は「
１

頭
１
頭
余
裕
を
持
っ
て
接
す
る
こ

と
で
、
牛
が
訴
え
た
い
こ
と
に
気

付
き
ま
す
。
そ
れ
が
良
い
牛
を
育

て
る
こ
と
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
家
族

で
規
模
を
拡
大
で
き
れ
ば
」と
話

し
、
豊
岡
の
畜
産
業
を
支
え
る
立

派
な
担
い
手
に
な
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。

畜産農家として一歩一歩着実に
豊岡農業スクール研修生

谷山悦子さん（37歳）九日市中町

Toyooka Topics ―とよおかの“旬”な人と話題―

▲中筋に暮らす価値を紹介

　１月９日、中筋地区公民館で、豊岡こどもサミッ
ト（主催：同サミット実行委員会）が開催され、中
筋小学校６年生と沖永良部島（鹿児島県）の小学校
５・６年生ら約70人が、お互いの住んでいる地域
の価値などについて意見交換し、交流しました。
　中筋の児童は「中筋の未来」をテーマに、コウノ
トリも住めるまちや伝統行事、集い、自慢の野菜
について発表。沖永良部島の児童はトウギョ（環
境省指定の絶滅危惧種の淡水魚）を増やすための
米作りを、踊りを交えて発表しました。
　ワークショップでは、米や野菜作りを盛んにす
るために「作り方を教えたり、農作物の大切さを
伝えてはどうか」などと話し合いました。

豊岡こどもサミット
豊岡と沖永良部島の児童が交流会

▲約60年ぶりの雪乞い

　１月７日、神鍋山山頂の神鍋神社で「降雪祈願
神事」が行われました。
　暖冬による深刻な雪不足に悩まされる神鍋高
原。奥神鍋スキー場の人工雪コースは営業してい
るものの、他のスキー場では、ゲレンデを白く彩
るのは、雪ではなく、春に咲くはずのスイセンの
花。この異常事態を受け、昭和32年以来となる「雪
乞い」を実施し、スキー場関係者ら約20人と「玄武
岩の玄さん」が参加しました。
　前回の「雪乞い」では、神事を行った後に雪が
降ったことから、日高神鍋観光協会会長の小

お

田
だ

根
ね

厚
あつ

芳
よし

さんは「今回も同じように雪が降り、３月
まで営業できるようになれば」と期待を込めます。
玄さんも「一生懸命拝んだしけぇ、絶対に降る
ぞ！」と皆を鼓舞していました。

神鍋高原降雪祈願神事
｢雪よ降れ！｣山々に響く祈りの声

谷山悦子さん（右）と家族


